時 
NN 

- 間 
「 、 1 


N 
IN 


| 
| 





SR EE 
ャ = fio 下 Ft 






セク ンー キヤ フ 細 


林 晃 (Ge office 


セク シー キャ ラ の ポイ ント を お さえ よう 





セク シー キャ ラ は 
「 乳房 」 と [お 尻 」 
が いのち プク 









セク シー キャ ラ は 
| くびれ 」 と 「 丸 み 」 で 活き る 


魅力 的 な 女性 の 体 の 描き 方 を 学び まし ょ う 
セク シー キャ ラ を つく る に は 、 実 に いろ いろ な ボ ポ 
ー ズ 、 ア ング ゲル の 設定 、 体 の 特徴 、 パ ー ツ の 形 を 
学ぶ こと が 必要 で す 。 本書 を 読ん で 自分 好み の エセ 
ケッ シー ボディ を 見 つけ まし ょ う 。 





セ デ タ シャー キャ クラ は 


[動き] で 決ま る | 傘 


/ セタ シャ ー キ ャ サウ は 
「 パ ー ツ 」 で 語る 





本 書 の 使い 方 


アタ リ で ポー ズ を と ら え よう 





アタ リ は キャ ラ の 設計 図 アタ リ は ラフ デッサン と か 、 ラ ブフ 画 な ど と も いい ます 。 下 描き の 下 描き 
で も あり 、 お お よそ の ボー ズ の イメ ー ジ が 自分 で わか れ ば 良い の で す 。 


アタ リ イメ ー ジ で 上 自由 に 描け る 技術 と モン ス を 育て まし ょ う 。 


導い ーー 願 は 「+」 で 、 
| キヤ リー 傾き や 向き を 表 
い ] し ます 。 







完成 
re 立ち ボー ズ 
アア へ 、 肩 の 帆 寺 


Ou ルー が | 体 の 向き ・ 姿 勢 を し NN 「 
し に Or * と ら え 古 中 心 鍵 | We 弄 』 」 


1 
er 。 ー 


① 


生生 を 所 いて バラ ンス を と り ま し ょ う 。 


テッ サン , 
スネ くら いま で の ショ ッ ト な の で 、 \ 
避 要 な 部 分 に 肉 づ けし ます 。 \ 


腕 を 上 げた ポー ズ 


首 ま わり (鎖骨 ) と 
肩 … 腕 と 胴体 の つ な 
が 


関節 と 厚み を 意識 し て 描く アタ リ 


ヒザ を 抱え た 座り ポー ズ 


ーー ます 。 


年 体力 雰 囲 気 在 と ら 和 える アデ ア タリ 





ブラ の ヒモ は 、 背中 」 | デ ッ サ ツ 
"| の 曲面 や 胸 の 位置 を | } 
A と ら え る 目安 に な り < が 





ポイ ィ ン ト ピ 


腕 パ バーツ 【( 肩 、 ヒ デジ 、 
手首 ) 







ネーー く ばれ 


ポイ ント づ 


胴体 … 丸 み と く び げ れ 
を つく ぐる 曲線 


完成 


この ポー ス で の お 亡 
の 割れ 目 の 位置 は こ 
の 辺 で す 。 








ポー ズ と バー ツ を 学 ほ ぼう 
ポー ズ ご と に 変わ る バー ツ の 形 を と ら え よう | この ポー ズ の 時 に は 、 腕 や 脚 は どう いう 形 に な っ て 


いる だ ろう ? | と 、 描 く 時 の 気持 ち に な っ て 観 宗 し て 
み ま し ょ う 。 
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はじめ に 


林 も 、 女 の コ を 描く の が 大 好き で す 。 趣味 で 描く 分 に は 、 も は や | 女のコ し か 描か な い 」] 
と こい う の が ポリ シー な ぐら いで す (仕事 な ら 男 の コ も 描き ます が …)。 

と 、 今 で は ここ まで 言い 切れ る よう に な り ま し た が 、 過 去 に は 私 も 皆さん と 同じ く 、 
大 き な 壁 に ぶつ か っ て きま し た 。 そ う 、「 女 の コ の 上 顔 は 描け て も 、 体 が 上 手 に 描け な い ] 
と ゅ う 買 で す 。 


女のコ の 体 は と て も 複雑 で 、 描 く の は 難し いも の で す 。 和 肉体 の 持つ 丸み 、 起 伏 、 く 
。 びれ な ど 、 そ れ ら は 位置 も 形 も 女のコ ご と に 異な る か ら で す 。 ゲ ダラ ビア 写真 、 古 今 東 
> 西 の 絵画 、 ウ ェ プ や 雑誌 で な じみ 深い イラ スト を 調べ れ ば 調べ る ほど 、 女 の コ の 体 の 
> 多様 性 に 気づき ます 。 
で は 、| 女のコ の 体 を 描く 」 はじめ の 一 歩 を どこ に 定め た らい いで し ょ うか ? 
> 答え は 簡単 で す 。 自 分 の 好き な 体つき を 見 つけ 、 そ の 体つき を と こと ん 学 記 こと ( 何 
> 度 も 、 徹 底 的 に 描く こと ) で す 。 描く た びに 、 見 えて な か っ た こと や 、 思 い 込 み で 描 
いて ゅ いた こと な ど に 気づく の で す 。 最初 は 下手 で も いい 。 好 き な も の を 好き な だ け 描 
し よう 


日 ご ろ 、 多く の 作品 を 見 る 機会 が 多い 私 で す が 、「 お っ ? | と 目 を 引く 作品 に は 、「 女 
> の コ を 描く の が 好き だ | と いう 気持 ち が 表 れ て いる も の が 多い よう に 感じ ます 。 こ と 
> 体 に 関し て は 、 乳 房 、 お 尻 、 股 間 や 脚 な ど 、「 こ の 部 位 が 特に 好き 」 と いう 描き 手 の こ 
だ わり が 、 魅 力 あ る 作品 の 決め 手 に な っ て いま す 。 も ちろ ん 部 位 だ け で は な く 、 ア ン 
> グル や 立体 感 に 対す る こだわ り 、 ま た 肌 や 肉 の 質感 を と こと ん 表現 きれ て いる 作品 も 
> 魅力 が 高い と 言え ます 。 


さて 本 書 は 、「 セ モク シー」 と いう 言葉 を テー マ と し て いま す が 、 そ れ は 単に 「 性 的 な 
困 力 ] を 指す だ け で な く 、 美 し く 、 健 康 的 で 、 可 愛らしい 女のコ の 体 を 総括 し て 学ぶ 
本 で す 。 | セタ シー」 と いう テー マ の も と 、 私 が 長年 に わた り 集 め た 膨大 な 資料 の 中 か 
ら 、 代 表 的 な 女のコ の 体つき を 厳選 し まし た 。 全身 の 描き 方 は も ちろ ん 、 セ モク シー ポー 
ズ の 描き 方 も 解 か る は ず で す 。 また 、 各 部 位 ご と に ペー ジ を 分 け て 解説 し て いま す の で 、 
皆さん が 苦手 な と ころ か ら 読 ん で も いい で し ょ う 。 


この 本 は 、| 女のコ を 描く の が 好き 」 な 私 、 林 見 の こだわ ゎ わり の 集大成 で す 。 
この 本 を 読ん で 、 皆 さん の 画 力 が 少し で も 向上 きれ た ら 、 そ れ に 勝る 喜び は あり ま 


Ph 
Gooffice 林 晃 


※ 本 書 の 1 作例 の 多く は エン ピ ウ ツウ が シャ ー ブ ベ ペン シル に よっ て 描 わ れ て いま す が 、 印 刷 物 の た め 、 実際 の エン ビ ツ の 濃 さ や 線 と は 界 な る 場合 が あり ます 。 
10 





セク シー キャ ラ の 体 を 学 ぼ う 


セ モク シー な 体つき と は 、 大 きぬ め 
の 乳房 (豊か な パス ト ) や 丸く 
引き 締まっ た お 尻 、 く びれ た 腰 
な ど 、 曲 線 が 美しい 体つき の こ 
と で ま 。 


















セク シー な 体つき を と ら え る 


みか ぁ り ます が 、 
し っ か り し て いま す 。 左右 
セッ ト で 、 骨格 存 意識 し て , 
描 寺 ます 。 \ 





ント ク ク プ ぼく な り ま す 。 全 体 を 見 な が 
の ンー ンク ら 描 きま し ょ う 。 
い / & 


乳房 ss 丸み 


存 帯 び ま す 。 大 き さ と 形 の の バ 
リエ ーション は 豊富 で す 。 


5 


” いで す 。 細 くす る と 子 ど 
も っ ぽく な り ま す 。 


腹部 

[ば ほ 中 央 に ライ 
ソン 在 入れ る と 。 引 寺 締 ま 
っ た 感じ に な りり ます 。 


腰 ・ ウエ スト 。 


ーー くびれ ます 。 ナ ナメ 向き で は 、 左 
“ 右 で くびれ る 位置 が 変わ り ます 。 


、 ルー お 尻 。mwcm 


じ く らい 張り 出し ます 。 


お へ そ ょ 』 ら > ーー 


ト の く ぴ ば れ よ り も 下 に あ 
り ま す 。 「 
RE グル ー 
下 用 部 一 股 。』 ん y 
曲線 で 体 の 丸み を 表現 し まし 『 ヽ 
0 | 
いつ か も も kms 


な も の で す が 、 曲 線 で 措 
く と 肉感 的 に な り ま す 。 


1 どら 


セク シー キ ラ の プロ ポー ショ セタ シー キャ ラブ は 、 75ー8 頭 身 く らい が よい で す 。 
、 リア ル な 体型 に 比べ 、 胴 体 を 少し 短め に し た り 、 腰 の 位置 
を 高め に デザ イン し ます 。 









脚 部 の 方 が ちょ 





党 頭 身 (と うし ん ) 
0 [全身 が 、 頭 同 コ 分 か や 」 で と ら え る る 

「 05 | 考え 方 で す 。 

- | 生身 に 対し て 、 頭 が 大 きけ れ ば ら 頭 
胴体 部 は 頭 が 2.5 身 や ヨ 頭 身 な ど の 「 低 い 頭 身 」 と な 

マソ | 「 コ 分 前 後 で す 。 り ま す 。 頭 が 小寺 い モ デル 体型 な ど は 
| 日 頭 身 や 日 頭 身 。 キャ ララ の の 設定 や 指 
定 を する 時 に 用 いら れ ま す 。 







! | | 
| ゃ 胴体 ・ ろ っ 骨 ブ ロッ ク を ちょ っ ぴり 
| * 短く する タイ プ 


@ リア ル 上 ふう バラ ンス は 胴 が 長い 
7 さい アー 、  / \) 子ども っ ぱい 雰囲気 を 出す デザ イン の 場合 





1 | | リア ル 体 型 は ろ っ 骨 / 0 
] 」 ブロ ッ ク が 長く 、 月 頭 を 大 きく 、 肩 幅 を 狭く し ます 。 
| 』 体 全体 が 長め で す 。 胴体 部 は 頭 8 コ 分 くら いで す 。 
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「 セク シー キャ ラ の スタ イル バラ ン 
@ 正面 





関節 や バーツ の 長 さ を 意識 する こと か ら 始 め よ う ! 


下 乳 簡単 な 胴体 部 の アタ リ 。 
' 関 生 と ゴロ ッ ツ で と ら え る と 、 大 頭 の 大寺 きき に 対し て 中 体 
ち コ 幅 きく つの バー ツ に な 中 ます 。 功太 寺 き 寺 電 を 描 寺 ます 。 真 
ん 中 に 1 本 、 中 心 の 目安 
に 在 合 線 存 描 寺 まし じょう 。 
へ そ 
下腹 部 
股間 部 
太もも 
内 太もも fi | 画 体 本 体 部 分 を 意識 し まし よう 。 
] = | これ に 両 計 を つけ 、 乳 房 を 描き 
Lf 出 『 | 送 太 で 胴体 が 完 訂 し ます 。 
N い 一 キー ヒザ 
[ UA iN 
スネ ! 








上 くら は 寺 






| 筋肉質 な ど 厚 み 
が ある 場合 の の 背 スリ ム な 場合 の 
面 ラ イン 背中 。 





る る 庫 し 





ル 乳房 は 外 に 向 3 ] 
: i i = 匠 
か っ て 開い て 『 Pr 
いま す 。 " 





痢 を 細く する と マ 


| さ ー ご ガキ ャ ラ 占 うに 
ーー なり ます 。 





貞 体 の 最 下 部 を 
と ら え まし ょ う 。 


Pa 
乳房 は 胴体 に 


| 乗っ て いる イ 
| メー ジ で す 。 


ヨリ! カカ ト は 後ろ 
| 清 に 導 び 出し て 
どーーー ザ ! いま す 。 


4 ] 乳房 の ライ ン は | 
) 上 咽 の 下 に つなが 、」 
1 \ 1 っ て し ます 。 | \ 





| Oj ます 。 





i 
リア デル 品 うに 描い 
た 首 。 林 いで す 。 


a A 
正面 か ら 見 た 場合 。 
乳房 と 腕 の つけ 根 
( 勝 ) と の 関係 を と 
ら え よう 。 


アタ リ に 学 点 


入 | へ 首 は 貢 の 位置 
に 向かっ て ナナ 
ナメ に と ら え 


で | お 尻 は 肩 より も 
| | 外側 に 張り 出す 
| Ni イメ ー ジ で 。 


@ 真下 か ら 見 た 場合 (胴体 の 最 下 部 ) 


前 面 側 = ニ 





曲面 に な っ 


EE EE 








正面 か ら は 見 和え 起 い 
部 分 。 ほほ 平面 で す 。 


= 背骨 の ライ ン は あま 
り 浮 ぎ 出 ませ ん が 、 
J 描き 込ん で OK で す 。 


ーー ナー 肩 甲骨 (けん こう こつ )。 

| 事 に 出 や すい 上 人 と 、。 ほ 
と ん ど 出 て こない 人 が 
いま す 。 


「 事 民 の 線 力 始ま 
りほ は 卓 と 股 の の 中 
央 あたり で す 。 


アタ リ に 学ぶ 


"手首 


下る し た ヒジ は 醒 、 手 首 が 
股 の あたり に な り ま す 。 腕 
は 、 肩 か ら ヒ ジ と 、 ヒ ジ が か が 
らら 手首 の 長 さ は だ いたい 同 
じ で す 。 





! 


下腹 部 は ゆる や か な 曲面 で す 。 
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mW ja ーー ーー 見 て 描く こと が で きる よう に な る と 、 
セク ン ポポ ズ スズ を 逝 こ ブー 自分 の イメ ー ジ か ら デ ッ サ ン し て 描く 
TE EE NE TF EE NIA RE EE WIS EE RE CE WE 


こと が で きる よう に な り ま す 。 





まず は 、 見 て 描く 手順 を 見 て み ま し ょ う 。 


ポー ズ の と ら え 方 と 見 て 描く 方 法 . 
| 立ち ポー ズ を 描い て みよ う ) 


ポー ズ の 雰囲気 と 
構造 を と ら え ます ノー 両 肩 を つなぐ 


の ライ ー 


| / アー 胸 の 下位 置 を 
中 心 線 (正中 線 ) 凍 = ニ 上 だ デ と ら え 名 曲線 
… 違 の 向 寺 と 丹 イト 
寺 の 目安 も 
。 トー 莉 の 位置 


ーー 股 の 位置 


頭 部 の の 大寺 さ や 局 幅 、 上 腰 の くびれ 、 有 賠 体 の 
長 さ な ど 、 け と つけ と つ 元 編 在 見 な が ら 位 
中 を と っ て 描き ます 。 


元 総 の ラフ を 
見 て みよ う 


う コ すら ロ と 、 両 肩 存 
つなぐ ライン や 肩 の 
関節 、 中 心 線 な ど が 
人 っ て し いま す 。 せ と 
つけ と つが 、 作 画 中 
謗 上 で 描き 込ま れ 名 
目安 の 線 や アダ リ の 
線 で す 。 









上 達 の コツ は 、 ま ず 見 て 描く こと が 大 功 ! 





ぅ > だ ボー : し - 
、 座 っ た ポー ズ を 描い て みよ うす HOR 


大 づか が かみ に 描き し a 2 頭 部 の アタ リ 


ます 


リ  D 頭 部 の アタ リ 存 量 





元 総 豆 部 皿 天 寺 葉 1 『』 準 に 、 肩 . ヒダ ジ 下 蘭 

| R | 置 を と D な が ら 、 上 
6 1、、 半身 を 大 づか み に 描 
EE A * 寺地 す 。 


ーー 肩 の 位置 


い ⑧ 頭 部 か が ら ヒ ジ 

\ まで の 長 さ を 基 

生 準 に し て お お よ 

N その お 尻 の 位置 

\ を と り 、 脚 の ア 

ヒジ の 蘭 置 が _ 語 | タリ を 描き ます 。 


| お 選 の 位置 の いい 
、 目安 A 


ーー 


ら . 上 半身 を 肉 ③ 頭 部 と 肩 の 位置 
お 尻 の 位置 1 ha 関係 が アタ ダリ で は 手 
つけ し ます キミ | いや すい の で 、 元 総 


a を 見 な が ら 、 ま ず 上 
1 半身 を 少し 丁寧 に 描 
i | 寺 ま す 。 
| ! A 特に 肩 と アゴ の 高 さ 
IM な 調整 し な が ら 描 き 
Ws ます 。 
ヒジ の 位置 が 、 ヒ ザ 
力 位 置 の 目安 に な り 
ます 。 





3. 脚 部 を 描き 。, ④ 上 半身 の 長 さ を 基準 に し 
Ni 4 て お 尻 の 位置 を と り 、 脚 の 
ます ko | アウ トラ イン を 大 づか み に 
1 ; i 描 吉 ます 。 選 細 市 と 、 市 恨 

1: = の 位置 を 調整 し て 、 細 部 を 
/ | | ) 描き 込み ます 。 si 


i 『 1 
| | F に | ア ] 
LF ae pe, , a rr 
\ ーー ー ユ i | 1 か 、 ュー rss / に fF 「 選 1 
1 員 。 計 に 中 i kh [| | | 1 リ Mi 『 こ 「 3 に 


一 


両 ヒ ピザ は . 自然 下肢 線 存 

描く た め の 起 上 に な り ま 

すす 。 腕 に 隠れ て 見 えな い 
^。 商 分 で す が 、 形 在 と っ て 
た 描き まし ょ う 。 





の / 
i 


顔 は どの 段階 で 描き 込ん る で も OK で す 。⑧ の 上 半身 の 肉 づけ 段階 で 簡単 中 
に 目 や 表 情 の アタ リ を 描き 込む と 、 最 後 まで 仕上 げ る 起 欲 が 湧き ます 。 見 えな いと ころ を と ら え て 描く の は 、 デ ッ サ ン し て 描く 時 も 同じ で す 。 





1 ア 


ポー ズ を 描く 手順 自分 の イメ ー ジ か ら デ ッ サ ン し て 描き まし ょ う 。 


大 づか み に で も イメ ー ジ を 描く こと が 大 切 で す 。 


Ff 『 } 『 
IE アデ] 
ke \ | 
pt 
の に 
| [ 


A アタ リ の 作画 
ーー イメ ー ジ ラフ を も と に 、 髪 の 
毛 の イメ ー ジ や 胴体 、 脚 部 や 
ーー Wh 腕 を 大 づか み に 描 き な が ら 、 
ーー ee 4 内 イメ ー ジ 在 各 くま せま す 。 
am ] 





i 3 ' ' 

1 1 i | 
// ヾ パ ジグ 
プ し よる es 


テッ ー アツ 5 一 \ 脚 を 軽く 曲げ る か ど 
プン ( うか な ど 、 簡 単 な 試 
行 氏 裏 もこ 中 既 階 で 
行い いま す 。 





(1]) イ メー ジ を 描き ます 
最初 の イメ ー ジ ラフ で す 。 姿 勢 や 顔 の 向き 、 
よそ の ボーズ を を ごく 簡単 に 描 寺 ます 。 


(3) 作画 を 進め ます 
性 の 構造 を 意識 し て デッサン し ます 。 
周 の つき 方 や 脚 線 な ど 、 ど な ライ ン 
に な る か わか ら な い 時 は 資料 写真 な ど 
を 参考 に し て 描き まし ょ う 。 





】 | 参考 : 1 一 3 の 、 試案 の イメ ー ジ ラ 
ルル ア フ か ら お お よそ の デッサン まで を 一 
| 気 に 描 き 進 め た も の 。 こ れ を 別紙 に 
トレ ス し て 仕上 げた も の が 右 頁 で す 。 


イメ ー ジ ラ まめ まり! 
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(4) アウ トラ イン の クリ ン ナ ッ プ 。 
ん か こる 線 吾 き れ し い に 描 寺 、 顔 や 散 毛 存 
描き 込ん で 完成 させ ます 。 
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園 中 心 の 線 の 重要 性 に つい て 店 EE 











アタ リ や ラフ デッサン に 慣れ よう 





「 ア タリ 」「 作 画 の 目安 」 は た くさ ん 描い て いる うち に 見 えて くる る 
「 自 分 な り の ルー ルル | で す 。 線 や 構造 を 考え な が らら 描く うち に 芸 
得 さ れ ま す 。 こ れ は 知性 的 存 作 画 技法 と も 言え る も の で す 。 見 る 
時 や 、 ま ね ね し て 描く 時 に 線 の 意味 を 考え て みみ ま し ょ う 。 


デア タリ や 作画 で は 、 願 や 体 の 中 心 存 通る 線 在 入れ る こと に 慣れ まし ょ う 。 
中 選 の ⑦ 線 存 決め る こと で 、 左右 の バラ ンス が と りや すく な りり ます 。 
ナナ メ 向 ぎ な ど で は 、 体 の 向き が は っ きけ する 効果 が あま す 。 





ik se Ii ーーーー と 
NM コー | 
/ 1 1 | | 
i ” | | 
』 1 し 正面 向き ポー ズ の ラフ | ] 
; Tl 1 a ] | ” 5 | 
N / | DP EU | si | 
9 (の | | | オーーー デ 。 
A - 表 | | | | | 
i 生計 デ | | | ML に っ / | 
lr _ ーー | 1 1 | 
| 1 / | 
| / \ | 
左右 を 真っ 二 つ に し て | 1 | 
中 まま し た 。 こよ コ に | " \ | 
「 表 面 ・ 左 右 の 中 央 を 通 | 
る 線 」 を 、 専 門 的 に は 「 正 。 |  〆 | | | | 
中 線 ( せ いち ゆう せん )」 | / 8 も | J | 
と いう こと も あり ます 。 | ンー a | 
A N| ここ oo 
| | 1 | シル エッ ト 【〔 全 性 の ムー 
| V | ド ) が 上 ら 描 いて いる も の 。 
| 1 
| い | - 
上 | 1 1 = 中 心 線 
; | | = "mm 
1 6 1 M$ a 
1 「 体 を プ ブロッ ク 状 に と ら 
MM 
\ 元 描 志方 。 単純 な 図形 タイ 
1 “ プ の アタ リ 
ゅ ナナメ 向き ポー ズ の ラフ 
' 後ろ 向き ポ ボーズ の ラフ 
ゴ 首 と 頭 の つけ i 
6 + 根 を 曲線 で 入 1 
中 必 緑 ます れ て いま す 。 CM 
や あう ( 
| まず 」 
Le  』 | Ff 了 に 
は “| 腰 の ライ ン J 1 
| 曲線 で 入れ まま 。 2 
| | て いま す 。 a | 
| ご く 簡 単に 描か われ た アタ リ 。 | 育 面 は 背骨 の ライ ン が ポー ズ イ メ ー ジ の ラフ 。 シ ル エ ッ 
中 心 線 は 文字 通り 体 の 向き を | | 中 心 線 に な り ま す 。 ト + ブ ロッ ク で と ら え な が ら 、 
と ら え る 「 目 安 」 と し て だ け ラフ 画 ( 下 描き ) 体 の 前 面 の 起伏 と 、 ブラ の ヒモ や パン ツ な ども 目安 と 
描き 込ま れ て いま す 。 体 の 厚み を テー マ に し て いま す 。 し て 描き 込ま れ て いま す 。 


ed 


ーー 


男 胴体 の 側面 部 で 体 の 厚み ・ 立 体感 を 与え よう 画 面部 画 画 章 画 間 間 
中 心 線 と ブロ ッ ク 状 の アタ リ を 利用 し た 「 ひ ね り の ポー ズ ] 





コミ Mo - oe _ 「 
っ 8 et = 中 心 線 。 上 半身 F ) Er い 





ai ヽ Y は や や 右 寄 り | | 
ナナ メ 向 き ga \ (右向き を 表現 ) A ーー バー 
| \ / ゼ \ . ( 


胴体 の 側面 AM 所 4 
5 腰 か ら 下 は 中 


に 見 えま す 。 p // | i | 1 aw 電 J | 史 付 近 (正面 
| も | | 向き を 表現 ) 


| | | | (の ) アタ リ を も と に ラフ を 挫 
/ | \ \ C①) アタ リ 。 上 半身 と 下 半 en 
hie は 変更 し まし た 。 


/ / / 1 \ ずら し て と り ま す 。 


| 』 」 
す a | | 

/ と 7 」 

デア 2 \ 


腰 か ら 下 は 正面 | 





向き で す 。 f 
1 Fk = / 
| f 
1 FF 
| = | 1 
「 「 
| i 


及 の 下部 分 に 側面 部 を と り ま し ょ う 。 
ここ に 、 胴 体 の 「 厚 み 」 が 生ま れ ま す 。 





F 
国 
可 
Pu 


上 半身 ・ 下 半身 と も に ナナ メ 向 き 
(普通 の ナナ メ 向 き ) 
] 見 える 側面 部 が 
の 広く な り ます 。 





em ナッ 


/ 


側面 部 が 見 えな い 場 合 。 ほとん ど 正 面 向 寺 で す 。 
( 肩 の 情 き が 動 寺 存 写 え て いま す ) 


も し まだ や っ て な か っ た ら 、 頭 を 使っ て 描く こと に チャ レン ジ し て みよ う !| 


ひね り が な いと 、 中 躍 線 
は 一 直線 で す 。 


ブラ の ヒモ は 、 人 性 の 厚 
み や 興行 寺 を と ら え る 
上 で 役に立ち ます 。 


ど ご | 








どど 


アオ リ と フカ ン 


相手 の 放 を 


正面 の 構図 に ある 「 フ カン 」 









に つい て 


含ま れ ま す 。 








- 1 
| | と 3 
* - me 『 
2 m > 





、 ペ ーー 相手 の 胸 も と 
テー | に 目 を 落と す 
Lr 0 
き | 
(mr ona 「 見 上 げ る 」 や 「 見 下ろ す 」 が 
5 「 フ カン 気味 」 生じ る 構図 
へ wn 
MD の 


置い て ある ジ ュー 」 1 | 
ス 缶 な ど は 当たり | | 」 
前 に 見 て い 名 状態 
が 、「 フ カン で 見 た 
も の 」 で す 。 





キャ ラ を 見 上 げた 構図 の | アオ リ 」 


と 、 見 下ろ し た 構図 の 「 フ カン | を 


描く コツ を 学び ぴ ま しょう 。 


普通 に 見 て いる 状態 の 中 に 、 フ カン や アオ リボ 


急 相手 の 顔 を まっ すぐ 見 
て いま す 。 
これ が 正面 アン グル 
で す 。 


坦 肩 か ら 下 は 、「 見 下ろ し た 」 
も の に な っ て いま す 。 
:  「 通 常 ア アグ ル 」 の 中 に 、 常 に 
ャ 、 「 フ カン で 見 た も の 」 が 
′ 癌 ま れ て いま す 。 


者 まな ざし を 下ろ し て 相手 中 
胸 も と を 見 た も の 。 日 常 的 な 
感覚 的 に は これ が | 正面 が ら 
見 た 胸 も と 」 だ っ た り し ます 
が 、 実際 に は フカ ン で す 。 


見 上 げ ら れる 方 は 
「 ア オリ 」、 見 下 ぁ 
走れ る 方 は 「 フ カ 
ン 」 で 見 られ て い 
ます 。 





立つ と 座る の 蘭 置 関係 


座る ポー ズ の 多 
る は フカ ン に な 
、 り ます 。 


よ つ ん ば い の ポ ー ズ 全体 は 
「 フ カン 」 で す が 、 体 その 
も の は 、 ナ ナメ 後ろ か ら と 
ら え た 「 ア オリ 」 で す 。 





a4 





見 上 げた 構図 で す 。 ほ ん の ちょ っ と の アオ リ で も キャ ラ が 
大 きく 堂 を と し た 感じ に な り 、 存 在 感 が 格段 に アッ プ し ま 
す 。「 キャラ を 魅せ る な ら ア オリ を 使え | と いう くら い 、 キ ャ 
ラ の アビ ー ル 効果 が 高まり ます 。 


通常 の ニー ジョット と 比べ て みる と … 。 上 に 向かっ て 細 


く な る イメ ー ジ 


て な りり ます 。 





sie の 
タテ 方 向 は ま | 
| っ すぐ の イメ | 
| ー ジ で す 。 
6 
アタ ダ タリ で 比べ て みよ う 
あ ( | を と 5 / 
| . Mk 」』 える ライ ン アオ リ 
( 志 夫 NL ( 肩 ラ イン ) 
Pa 
{ = ha i | 7 EF, 






ウ | 
胸 も と を と ら え | | i 
る ライ ンジ / 
横 方 向 の アタ リ 線 は ほぼ 水平 。 横 方 向 の アタ リ を 全部 、 上 


か 、 や や 下向き の 曲線 で す 。 


向 寺 の 曲線 で と り ま し ょ う 。 





@ ナナ メ 向 き 足もと か ら 見 た アオ リ 


キャ ラ の 定 も と 近く 
か らら 見 上 げ て いま す 。 











アタ リ 下 を 大 きく し 、 頭 大 小さ くし ます 。 下 が 広 い 三 前 形 
., 状 に アタ リ 存 と り ま し ょ う 。 





時 
『 
i 
Hf "WE 
| 4 11 7 
臣 
| 1 < 提 1 痢 
1 ] 『 | | 
i | ! 
t も 
け | Ps 
LL | Hi 1 日 
『 ョ アデ i 『 ョ | 日 = 
Ry き PJ il 1 
1 デ | L | 用 
1 ! | i 昌 | 
I j HH [ 
i 


眠 体 を 少し 縮め て 、 下 半 


通常 アン グル i \ 人 
身 を 大 きく し ます ナナ ヌメ 向き 正面 向き 


アオ リ が キャ ラ の 存在 感 を 貴 調 する 手法 な ら 、 フ カン は キャ 
ラ の イン パク ト を 強め る た だ た め の 手 法 で す 。 












通常 の ニー ショ ッ ト と 比べ て みる と … 


正面 を 向い て いて 、 ーー 頭 の て っ ぺん が 
ギリ ギリ 表情 が わ Ps 見 えま す 。 
か る フカ ン で す 。 が 


1 
| 『『 1 Li | 
A A 
EE = ギ 
「 5 
人 


つつ 








aa は 

ーー | 

| | 胴体 は 短く な り 
1 | | ます 。 





ルプ 、、 | 較 8E は 調 体 より も 
| 1 1 さら に 短く な り ま 


| / \ | す 。 
| ; | 
| | | \ ヤ 
東和 
ン oy 
上 半身 





下 に す ほ まる 感じ で 描き 
| ます 。 脚 を 開い た ポー ズ 
| 脚 部 。 上 半身 の ”” も 、 普 通 に 脚 を そろ えて 
半分 くら い の 長 立っ た イメ ー ジ の アタ リ 
| さ が 適 当 で す 。 ” を と っ て 描き ます 。 







参考 : 前 か が みみ に な な っ て 上 顔 存 
上 げた も の 。 


首 や や 鎖骨 、 肩 まわ ロ は 上 か ら 
見 た も の と ほぼ 同じ で 、 構 造 
理解 の の 琴 考 に な り ま す 。 

胸 も と の 表情 が 真 上 か ら の シ 
ョ ヨット と の 大 き な 違 いで す (前 
が が み は 、 乳房 が 重力 で 下 が 
っ た 形 に 計り ます 】 
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@ ナナ メ 向 さ 


ー 見 通常 アッ グル の よう で す が 、 民 表 的 な 
コカ ッ シ ョ ッ ト の ー つ で す 。 パ スト の の 軽 力 
を アピ ー ル す 古 キャ ラジ ショット と し て よく 
用 いら られ ま す 。 








トリ ミン グ し て み ま し た 。 


アタ リ に 学 避 


体 の 上 面 。 首 の つ eA 
を と ら え まし ょ う 。 一 系 ーー 


写真 資料 な どの リア ル な 体 は 、 コ コ が 思 
っ た 以上 に 長い も の で す 。 デ ザイ ン し た 
キャ ララ に 応じ て 長 さ を 調節 し て 描き まし 
ょ う (この キャ ラ は 短め に デザ イツ し た 
も の で す )。 


ど ア 


体 の 曲面 を 意識 し て 指 こ う 





セク シー キャ ラ の ボディ は 曲 画 


通常 アマ グル 。 
全身 立ち ボーズ ヽ 、「 


] 4 Wy 
| 

| A 

| | ヽ 


mem、 


アー NN 透明 人 間 に を -3 


1 1 
| 1 | 
| 1 | 
| | 
| | 
| 1 
| リロ | 
1 hh La 
= い | 
1 


ビキニ 【 ブ ラ と バシ ン ツ ) 
と 輪っか が を 描き 込み で み 


CE .… 





体 の 曲面 を と ら え まし ょ う 。 シ ンプ ル な 水着 
(ビキニ ) の プラ や バ パンツ を 描く こと に より 、 
体 の 肉感 が 生ま れ 、 女 の コキ ャ ラ の 存在 感 が 
より 強く な り ま す 。 


下ろ し た 受 や 、 劇 
体 、 脚 部 、 す べ て 
下 向 寺 の 曲線 に な 
り ま す 。 


デア | 
差し 出し た 腕 や 月 [Fy | 
指 は 、 向き に 応 [ルン メン リリ 

じ た 曲 線 に な り 
ます 。 





er i 


ーー 


衣装 や 体 に まとう 装 秘 は 、 体 の 曲面 に そっ て いま す 。 a Be ら 5 
また 、 体 の 曲面 に を そう よう に つく られ て いる の で す 。 曲面 を 意識 すれ ば 立体 が つか め る ! 


ご 


ビキニ に よる 立体 感 と 作画 





通常 アン グル 「 キ ーー ~ 
必 画 の 目安 に す 作 アタ 1 

の 曲線 は ゴ ラ の アン | ! 

ダー バス ト (乳房 の 下 | \ 
出 〕 ライ ツン と 、 パ バン ツー 』 1 1 
の は きこ み 口 の 9 ライン 
で す 。 下 向 寺 に と ら え 
まし ょ う 。 


フカ ン 
下向き の 曲線 で す 。 











ブラ と パン ツ は 体 の 立体 感 (奥行 き ) や 向き (アングル) を 
と らら える る 作画 アイ テム で す 。 


アオ リ 
上 向き の 曲線 で ア 
タリ を と り ま す 。 


側面 (興行 き ) が 
ほっ きり し ます 。 


UU 





布 の の 少ない セク シー ビキニ バン ツ ツ の ライ ン は 、 
デア オリ で も 上 向き の 曲線 に な ら な いも の が 語り 
ます 。 ア タリ の 曲線 を 前 る イメ ー ジ で ライ ン を 
整え ます 。 


0 背面 の 場合 (ラフ デッサン ) 





| 
| 


アオ リ 気 味 … 上 向き 通常 … 下 向き 
同様 に ブラ の ヒモ で アオ リ 気 味 ・ フ カン 気味 を と ら えま す 。 


| 





し まし ま ビ キ ニ で キャ ラ の 立体 感 
( 形 ・ ふ くら み ) を と ら え まし ょ う 。 














コロ 


(ナナメ 向 き ) 


通常 アン グル 


@ 正面 向き と 比べ て みよ う 
Th ミー アル 





ゼー が 月 





通常 アッ ダル は 
下 に 行く ほど 曲 
線 の 曲がり が 寺 
つく な り ま す 。 


ナオ ナメ ヌメ 向 寺 は 、 正面 が 
らら と ら 寺 た も の より も 
体 の 曲面 が は っ きり し 
ます 。 


(乳首 ) の 位置 


i 9 


 。 ナナメ 向き ぎ で は 片 
恒 の 乳首 は 正面 を 
向き ます 。 









\ | 
フカ ン は 下 ほ ど 
曲線 の の 曲がり が 
強く 計り ます 。 





アオ リ は 上 に 行く 
ほぼ ど 曲 線 の の 曲がり 
が 強く な り ま す 。 


正面 


通常 アン グル 
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F HS 』 
| 1 | uh 
| 1 1 
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上 


36 


ホー タイ キャ ラ で 曲面 を と ら え よう 胴体 や 手足 に 巻い た 布 の 曲線 を 見 て み ま し ょ う 。 





キャ ラ を 立体 的 に 見 せる … そ れ が 、 曲 線 の 威力 で す 。 


ュ (と こく 、 曲面 の 立体 感 


Mr - A 1 1 | と ダマ mm 1 と 
NTE MN / 、 りん か くだ け だ と 、 
床 1 る 2 h | ) ほとん ど 立 体感 は 


EE も ーー あり ませ ん 。 


布 を 巻い て みた 場 
苫 。 曲線 が 加わ る 
こと で 立体 感 が 出 
て 寺 ま す 。 





通常 アン グル 


太もも を 普通 の 円 筒 形 と 太もも の 張り 出し た 感じ を 
と ら 和 えて 布 在 巻い た 場合 。 強調 し た 場合 。 上 向 寺 の 
下 向 寺 カー ゴブ の み で す 。 ー ゴ が ま ざ り ます 。 









1 


腕輪 類 を 描き 込ん だ も 
の 。 これ で も 立体 感 と 
読 の 方 向 が わか り ま す 。 


路 これ は 避け よう ! 失敗 例 


LL k | 
叶 | 
| 8 1 1 
1 1 | 
RL Fe 
『 」 1。 邊 1 I 
| 





開 の 向き を 逆 に と ら え 、 腕 の 方 向 が わか ん な く な 腕輪 の つも り で 直線 で 描 


バン ウツ 、 づ ブラ 、 首 輔 、 
さら に めん どく きさく な っ っ て 適当 に 瞬 輸 を 描い た きき 込ん だ も の 。 


| ニー ソック ス 、 肝 輔 、 


て 、 て き と 一 に や っ た 。 も の 。 ー 立 体感 が な く な り 、 な ーー 。 アンクレット 、 ソ ッ 
ー 不 気味 な 凹凸 感 に な り 一 曲線 の 向き が 逆 。 不 自 ん だ か わか ら な くま す 。 ーー クス ライ ン な ど へ の 
ます 。 然 な 曲がり 方 に 見 えま す 。 応用 。 


ゴア 


3 ゴロ 


ビキニ の プラ と と 





[デラ と パン の 本 骨 


肩 ヒ 上 モ は 首 の - 
冬 ろ に まわ っ 


て いま す 。 肩 ヒモ が 見 


= 


通常 アン ダル も 「 や や フカ ン 気 味 」 に 見 
て いる も の 在 の で 、 ア ンダ ー バ スト は 乳 
房 の 曲線 で ゆる や か な W 状 に な り ま す 。 


WO デッサン に 学 必 


- cin = 


トッ プ バ スト 。 
re 乳房 の つき 始め に 


バス トト ッ プ 。 
+…- 乳首 の 先 喘 。 も っ 
と も 飛び 出し て い 
る 部 分 。 


NN 

A ーー gsc ぁ n 
[ Ne | ライ ン 

1 | | 

| | 





プラ を し て いな いと 、 乳房 の 形 は 変わ り ま す 【 ブ ラ に よっ て 美しく 補正 され る こと も 多い で す )。 
作画 で は ブラ を 描か な く て も 、 ブ プラ を し て いる 理想 的 な シル エッ ト で 描 去 ます 。 








て えま す 。 F_ 
| , 
し 1 レジ 


ヒモ バン な ど 、 
げ ば 目 が つく と ころ 。 側 面 の 
中 央 より や や や 前 寄り で す 。 ます 。 


リポ ボン や 結 





アッ ダー バス ト ーー 





ン ツ を 利用 し よう 


シン プル な ライ ン で 描く ビキニ の プラ と パン ツ は 、 人 作画 
で パー ツ の 位置 や 立体 を と らち える 上 で 役に立ち ます 。 


背面 


ヒモ の 結び 目 は や} ゾ 
背面 の 中 心 線上 \ と 
で す 。 


- ほぼ まっ すぐ 
で きす 。 


\ アン ダー バス ト 
|\、 の 高 さ で す 。 





お 尻 の 割れ 目 を 隠す よう に 、 
正面 側 よ り も 高く な つて しい! 





肩 ヒ モ は 乳房 の 重 | F 
寺 に 引っ 張ら れ て Wy i 
いる の で 直線 的 に 8 
| 本 1 PN 的 まま 本 。 デ | 本 
。 \ 
| 
\ 


育 家 の へ こみ の カゲ ダ は 、 膝 の お た 品 に 
深く 人 人 古 こ と が 茅 い で す 。 





' | | 『 
1 | | 
寺 \ 


リポ ボン を 描い た 場合 。 リ ボン の 結び 方 や 
ヒモ の 和 完 嗣 は 様々 で す 





| " | | 
| 1 っ 
| 
| バリ エー ジ ショ ン ・ も っ と 生地 存 
| 減ら し た タイ ブ 
お 尻 の 肉 に 巻き 込ま れ て いる 場合 原理 的 に は 、 バン ツ の ライ ン は 太もも 中 線 よ 


ロ も 内 側 に な ます が 、 ダ タイミング (生地 や 
動い た あと の 状 瑞 な ど ) で いろ いる あり ます 。 


ツ ツ 背 面 の バリ エー ショ ン 正面 側が 同じ で も 、 背 面 の デザ イン は 大 き 
DE EES 





} 
| I 
A / 1 } 
| \ 
し V 
T バッ ク 。 前面 の 布 も 少 な いも の は TT バック を ペー ス に し し て, 布 を 増 お 尻 の 割れ 目 の 始 まり 位置 は 腸 と 股 の 
ヒモ バン と も いし いま す 。 や し て デザ イン し て も よい で す 。 中 間 く らい で す 。 


| ] 
| | 
| | 





さ 39 


ン - / サイ ド の 部 分 は 
ヨコ / ヒモ 状 の も の も 
ー イ あり ます が 、 幅 
| の ある も の が 主 
a A 体 で す 。 












/ 両 肩 に に モ が か か 






る 、 シ ョ ル ダ ー タ ' 
イブ の ブラ で す 。 a 
下着 に 多い タイ プ | 
で す 。 





肩 部 対 は 体 に 
そっ た 曲線 に 
な けり ます 。 

















い ル いい 
ナナ メ に つく デザ イン クロ ス す る デザ イン NN 
MM [ ~~ 
i 布 幅 が 広い ス 
ンー | 。 ヒモ が 首 の 後ろ に ポー ツタ イブ 
' | = まわ る も の は ホル ブラ で す 。 






| ター ネッ ク と いい 
' FJ ま す 。 





ショ ル ダ ー タ イブ ゴブ は た っ た 
ど 本 の 線 在 の に 、 市 上 ルター 
ネッ タク より も 作画 の 難易 度 
は すご く 高 い の 。 肩 ヒモ が 
肩 ま わり か ら 痛 中 に が け て 
体 に そっ て いる の で 、 育 中 
、 細見 え 方 を 考え て 描く 避 要 

…、 が ある ん で す 。 














第 ど 草 
セク シー キャ ラ の バー ツ を 学 ほ う 














NN と 5 える アタ リ 





目 や 可 の 位置 の | 
目安 に する 構 線 


頭 部 の アタ リ 。 

頭 の 向 寺 や 角度 (や や 上 
向 寺 が 、 下 向 寺 が か が 。、 ま っ 
すぐ か が 、 太 ど ) の イメ ー 
ジコ つか みみ ます 。 






頭 部 と 一 緒 に 体 を デッサン し ます 。 
| 簡単 な ポー ズ で スタ イル を 設定 し ま 
」 じょう 。 


| ナナ メ 向 き ) 左右 の 目 の 大 きき が 変わ り ます 。 







アタ リ の 展 階 で 顔 の 
向 寺 を と ら ロ え ます 。 









腰かけ た ポー ズ 


者 表情 バリ エー ショ ン 








手前 の 


目 は 鼻 え ジ か ら 離 し 無味 に し て デ 





通常 の 構 格 。 四 スジ と 目 の 間 の 
距離 寺 を 比べ て み ま し ょ う 。 





向こう 側 の まつ 毛 存 描き 、 














芋 
Ei HH [| =— - 
tS CN 
時 ピ PW 
画 上 NN 
革 皿 ち ーー 


人 
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耳 の 位置 も 宅 や 後ろ 
に と っ て いま す 。 








= 
ヒー 





ヾ NNN 
NN 


『 上 LT 
』 も 提 こ 
に 1 EW 
uv ・。 
1 ュー 
に に L L し blk や + 下 1 
mg i 1 本 1 
所 1 ーー 5 1 
i コ 
1 | 
し ョ | 


ほん の 少し 放 を こち ら | 


片 ビ ヒジ を つい て 構 に な 属 。 
向け た 微妙 な 角度 で す 。 


貞 横 より . 





NY) 


こ 向 け 急 。 アデ ング 4 
流し 目 品 うに な り ま す 。 メデ ンド 


暗 在 こち ら | 














本 | 中 | 下品 | 男 還 | mg 






真横 か ら ほ ん の 少し 顔 在 こち 
- ら に 振っ た 十 部 の デッサン 。 

中 心 線 の アタ リ を 上 顔 の 届か 

く ギ リ ギ リ に 近づけ ます 。 








ほん の ちょ っ と こち ら を 向く 。 向こう 側 の 目 が 
わずか に 見 えて いま す 。 


本 部 と 首 の つなが わり を 。 だ 
と ら え る 構造 デ ッ サ 。 / 
ッ 。 や や アオ リ で す 。 






[ 』 旧 
| 
| | 


構 に な っ て いる ポ ボーズ の 
デッサン 。 


こる 注目 し まし ょ う 。 


に イル 


に 
Pe 


アオ リ は アゴ か ら 口 まで の 距離 が 長く 、 フ カン は 短く な り ま す 。 


同様 【 


アン グル と 顔 


アゴ か ら ロ まで の 距 配 を 広 ぐ し まし ょ う 。 ヒ タイ か が から 上 の 
こ 計 り ま す 。 


頭 部 の 面積 が 小さ ぬ め に な 





アァ ォ オリ 
アゴ の 下 が 見 える 場合 





に する と アオリ に 妊 


構 線 を 」: 向 圭 の 曲線 





A 
: 


上 


の 
ペ テ デ ポ 


電導 ーー も 
、 | 






「 a コ ・ 
プ ガ で ーー 


| 





頭 部 ・ ア ゴ と 首 と の つなが り を と ら え まし ょ う 。 








ロ 


ほぼ 横顔 に 近い / 
アン グル で す 。 









上 を 向く さく につれて. 
目 は 細く な 口 ま す 。 






ee に 夫 
ーー に 
ee で 





aa 


a で 1 コー に = ーー 
に = [ na ーー 
コ a i ニー に に 
LM ee ae = ] 
ーー = 8 





yr 
示 
中 
語 
=) 
ロ 
J 
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な りり ます 。 





アゴ の 下 が 見 えな い 場 合 









瞳 の 大 寺 さ は まま 口 細 くし 
な く て UK で す 。 口 か ら ア 
ゴ 四 先端 まで の 距 庶 存 広 さく 
する こと で 。、 ア オリ 顔 に な 
中 ます 。 
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PE 
mm デー 8 


EF 1 a = 1 
| } 1 1 
し て 9 し や や 表し 
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F | Pe | | | 9 [ ド 
NN MUN, 
2 記 / 1 
a 中 














狭い 





表情 と アン ダル は 
描き た い イ メー ジ に 
合わ せ て 

有効 に 組み 合わ せま 
し ょ う ょ 3 


選 7 


rn 記 デア オリ 気味 の 顔 と 逆 に 、 口 か ら ア ゴ ま で の 距離 な 短め に し まし ょ う 。 





| 上 か ら 見 た ポ ボーズ に 限ら すず 、「 頭 部 の 側 か ら 
と ら え た ショ ッ ト 」 は フカ ン が 多く な り ま す 。 





典型 的 な フカ ン の シ 
ョ ッ ト 。「 上 存 向い た 
顔 」| で す が 、 フ カン 
皿 願 で す 。 








構造 デ ッ サ ッ 








顔 を こち ら に 向け な い 寝 容 






NN 
OO 


ーー 






Li 






Dp Ef, 






el 1 ュー 
8 hk | 」 に AN HH ーー | = 
Wr ーー | i 






WE 





少し 顔 を こち ら 
に 向け る 














作画 の 実践 一 「 微 妙 ]」 が 生み 出す ムー ドー 


ほん の ちょ っ と で も 変わ っ て し まう 
= ほん の ちょ っ と で 変え られ る 





ァ ン デ こさ 
横 皿 線 が ほぼ 真横 。 ア オリ で も フカ ン 
で も な い ナ ナメ 向 寺 の アタ ダリ 。 
真正 面 や 読者 を まっ すぐ で 存 見 つめ ぬ て い 
る 感じ を 出し た い 時 な ど に 有効 で す 。 


伸 や か に 和 寝 そ べ る 






い み ロ 『 
Ne 上 向 
1 曲線 

デア オリ 気味 の ナナ メ 向 寺 。 


気持 ちち アオ リ 」… な ん と な く 
明る いい ムー ド 在 出し た い 時 な ど 
に 有効 で す 。 












アオ リ や フカ ン の 特徴 を 利用 し て 描く 
「 役 女 な アン ダル 」 が 、 キ ャ ラ の 表情 を 


吉 受 に し ます 。 


下 向 寺 の 


フカ ンジ 気味 の ナナ メ 向 寺 。 
[気持 ち フ カン 」 … な ん と な ぐ 暗 
い 気 対 や アン ニュ イ な ムー ド な 
ど に 有効 で す 。 










急 表情 バ 


リエ 
pC RE w 


ふせ 目 が ちの まな ざし 


オナ オナ ヌメ 向 寺 を 描い た 了 アタリ で 
すす が 、 模 皿 線 を 下向き の 曲線 
で で 描い た こと に より 「 フ カン 
無味 の 力 顔 ] に な りり ます 。 


「 王 通 ゆ ナナ ヌメ 向 寺 」 の つ 
も りり で も 自分 の 好み や 描 寺 
癖 と し て 、 実 は 「 や や アオ 
リリ 無味 ] や 「 や や コカ ン / 気 
味 ] に な っ て いる こと が あ 
内 ます 。 

評 の 横線 の 頓 寺 在 積極 交 に 
利用 する こと で 、 同 選 「 ナ 
ナメ 向き 」 で も パリ エー ジ シ 
ョ ン が 増え ます 。 役 婦 な ニニ 
ユア ンス を 出し た い 時 に 、 
試し て みか まし ょ う 。 


ー ジ ショージ 







ーー Te ア ra 


= 











ぐつ コカ いで 座る 








ーー 








ご ! 


気持 ち アオ 


気持 ち フ カン 
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- 調 ・ 肩 の つなが り を 学 ぼう 


EE 時 昌 証 性 計 す 導 生計 電 由 放 則 是 記 ER 同市 上 四 員 


抽 ま わり を と ら え る ボ ポイ ント 
僧 帽 筋 ( そ ぅ ほぼ 3 きん) と 鎖骨 (さこ っ ) 


僧 峠 筋 (そう 3 ぼう きん ) 
と いう 前 内 で す 。 


着衣 (さこ つ )。 
アン ダル や 動 寺 に よ 
っ て ライ ンー が 変わ D ロ 
ます 。 措 きき 込む お こと 
で 、 上 胸部 に 立体 感 
が 生ま れ ま す 。 





苗 筋 と 錯 骨 の 端 は 
つなが っ て いま す 。 


止 面 


『 
間 
部 | 人 


ほん 力石 
線 に し ま 
表現 に よ 
体感 が 出 





略し て も 








納骨 は 扇 の 上 に 
つなが けり ます 。 


芽 と 胴体 の つなが り 部 分 を . 


富 骨 は 一 部 存 描 きき 込 お 
程度 に し て いま す 。 普 


大 


頭 部 か ら 首 、 そ し て 肩 へ の つなが り を と ら え まし ょ う 。 上 胸部 
の シル エッ ト と 立体 を 意識 し た 作画 に は 、 憎 帽 筋 ( そ う ぼ ぼう きん ) 
と 鎖骨 (さき こつ) が 重要 で す 。 


自 と 胴体 と の つなが けり 部 分 
に は ナナ メ の ライン が あり 
ます 。 こ の ライ は 憶 路 舟 


ーー PRE られ ます 。 








凡 . 頭 部 と 首 の つ 

な 才 目 

日 . 首 と アゴ の つなぎ 目 
愛 の つけ根 
ビ . 首 と 背中 の つ 


在 寺 目 (背中 の の 
始ま り ) 





憎 帽 筋 。 正 面 か ら 見 た 
時 に ナナ ヌメ に な っ て い 
る の は この 授 で す 。 





よっ と だ け で も 曲 
し ょ う 。 憎 峠 乱 の 
っ つて キャ ラ に 立 
ます 。 


憎 帽 筋 を 意識 し な いで 、 
下線 的 に 首 と 貞 体 を つ な 
いい だ 場合 。 平面 的 な イ メ 
ー ジ に な り ま す 。 





OK で す 。 


首 の シル エッ ト の 変化 
@ 体 が 正面 向き の 場合 





台 が ナナ メ 存 
向い た 場合 
に Ph 時 
醸 も 体 も 正面 " 
向 寺 の 場 難 
ど つの 曲線 で 柄 こち ら の 方 が や 
成 さ れ て いま す 。 








首 を か し げ る 
| / | 
\ ほぼ 直線 な 部 分 
| a 
] ゆる や か な "| 
| ノイ 曲線 部 分 プ | 【 
キュ ー ー テ ーー ェ ー 


合 フ カン 首 と 胴体 の つなが り が 直線 的 に 見 える ケー ス 
ァ ン グル の せい で 、 憎 帽 節 の ナナ ヌメ の ライ ン は 見 えな く な っ 
て いま す 。 そ ため 、 首 と 貞 体 の 標 が り の シル エッ ト は 見 尼 





れ 1 た も の と 異な っ た も も の に な り ま す 。 
N 
デア 
箇 和 の | 
コイ デア 1 
pe ーー に 
/ 


負 骨 に も 注目 ! 


肩 を 下ろ し て いる 場合 。 上 向き の 
記 古 や か が な 曲線 に な り ま す 。 





NN / や な だ ら か な ラ 
ff (< イン Fe ます 








本 を 上 げ る 


人 YY 





首 の ライン は 首 存 か し げた 時 と . 


と ん ど 同 じ で す 。 


| 
肩 を 上 げ て いる 場合 。 下向き の 
曲線 で 大 きく 、 深 く 現れ ます 。 





ロコ 


フカ ン で 見 る 首 まわ り 








アタ リ 線 。 胴体 を ひと 
か た まり の ブロ ッ ク と 
し て と ら 和 えて いま す 。 


体 を 反らせ た 場合 





憎 帽 筋 を し な や か な 背中 の ライ ン 
い ライ ン で 描き ます 。 で す 。 


恒 帆 節 只 ライ ン は 見 えな く 半 っ て いま す 。 
J 


扇 を 引い た 場合 。 
扇 が 見 和え な く な 
り ま す 。 


人 @ 背面 か ら 見 た 首 肩 まわ り 
〆 + 





| 
| 
1 


この くら い 振 りり 向い て も 調 
まね わり は 変化 し ませ ん 。 











普通 に し て いる る 時 ( 扇 を 上 げ て な い 時 ) の 
肩 の 位置 を と ら え て 摺 寺 ます 。 


ナナ ヌメ 前 に 出し て 
いま す 。 
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> pr = ゴ = = 鎖骨 は 胴体 の 上 面部 の 目安 に な る る と 同時 に 、 肩 宅 首 の 動き 、 ア ンダ ル で 
自 ・ 鎖 骨 ・ 肩 の 表情 に 注 日 し よ リノ 見 え 方 が 様々 に 変わ り ます 。 首 ・ 肩 と セッ ト で と ら え まし ょ う 。 


氏名 骨 と 肩 の つなが り に 注目 の ポー ズ 





首 も と で 「 く ほぼ み 状 ] ア 
に な り ま す 。 / 


や や アオ リ 。 





デー 、 名 骨 か ら 肩 へ の つ な 
1 | が り が 見 えな く な り 


ラフ デッサン だ 、 構造 デッサン 


MM \ ジン / 鎖骨 は 首 の スジ か \ 放 1 
NM  / 。 ら つ な げ て と ら え ーー の 
ws 7 ます 。 も 『 肩 の 関節 は 

も 。 で と ら え ます 。 





nF 還 

[i 

由 
い っ 
1 Ry 





1 語 の つけ 根 は 
だ 円 の イメ ー 
1 i 

| 

| 


6 


介 フカ ン で と ら え る ポー ズ 
胴体 の 上 面部 と 肩 の ライ ン に 注目 





名 骨 は 了 合 や が 半 
曲線 を 描き ます 。 


| / ヒザ に 手 を あて て 
デア / 前 か が み 


瑞 手 を 大 きく 広げ て 寺 る 





ヘル 
」 7 同体 の 上 面部 は 
だ 円 状 に と ら え 
鎖骨 は U の 宇 状 す / 博す 
に な り ま す 。 | ] 


肩 の 般 肉 の アタ ダリ 。 肩 
に 乗っ て いる イメ ー ジ 
で す 。 













ロア 


@ 腕 で 体 を 支え る ポ ボーズ / 


胴体 友 と ら ほえ 
人 る の が ポイ ツン 












上 が っ た 肩 に ひっ 
ば られ る よう に 鉛 
骨 が 動 寺 ま す 。 





に 想 
a 
EE 


鎖骨 が 肩 の 関 郭 
より 後ろ に まわ 
どり 込ん で いま す . 





。 に 1 人 『 
LE.L 骨 
に 1 トド 本 表 1 
馬 - Fa だ | 


大 づか みな アタ リ 。 
。、 豆 部 と 肩 の 角度 を 決 
“ 1 太 て いま す 。 














鎖骨 が 首 ま わり に 独 

特 の くぼみ を 生み 出 

し ます 。 
! デッサン 。 普 通 の ポー ズ - 
| 通常 アッ グル と 同様 に 、 

ーー V 宇 状 に 鎖骨 の アタ リ を 
ー と っ て OK で す 。 


ーー モーーーー、、、 。 年 
」 | 
力 が 入り 、 大 きく 乗り 出し た 動き 。 大 き な 
くぼみ に な り 、 鎖 骨 も 太く 浮き 出し ます 。 


支え て いる だ け で 

は 、 付 骨 は あま 
大 き な 変 化 は あり 
ませ 上 ん 。 


両 肩 が 上 が っ て いる 
| 場合 。 鎖骨 は 深い V 
』 字 型 に な り ま す 。 







普通 に 体重 存 支 えて 
いる 場合 。 鎖骨 の V 


/ は 緩やか で す 。 





『 
| 
ュ | | 1 
| me | | | 
ee 1 | / | | 
| 3 ! [ { \ 
| ' ーJ ] 59 






は はまる LILEEEENSLELTEELIII LEEELEIRIEEIMLEEELIRINEELEMIEEESSEEEI FN NW HE 


革 避 


に 


避 


基本形 





融 玲 


師 


B50 


, 





肩 と 腕 の つき 方 を 学 ぼ う 


人 肩 と 胴体 バル ラ ンス 


。 短い 


mm me 


| 





な で 肩 \ | 。 





※ な で 肩 の 首 の 長 さ に 合わ せ て 、 首 は や 
や 短め に 描い て あり ます 。 





1 . 眠 体 部 を キメ ます 。 


肩 バ パー ツ は 胴体 の 
外 に と ら 和 えま す 。 


3. 胸 の つけ 根部 分 が 
及 の 下 で す 。 


引 . 脚 の 長寺 は 胴体 埋 
目安 に し て 描き ます 。 
ニー ショ ッ ト の アダ 
リ で 手 の 蘭 置 友 とり 、 
腕力 長 さ 存 確認 し て 
搭 寺 進 ぬ ぬる 力も 有効 
で す 。 


腕 在 動か し て も 
民 帆 乱 部 分 は あ 
まり 大 きく 要 化 
し ませ ん 。 





な で 肩 は 上 胸部 が 長く な る る の で 、 
胴 長 気味 に し た 方 が バラ ンス が 
良く な り ま す 。 


@ 妥 の 線 は どの 辺 か ら 描 く か 


@ 胸 の つき 方 


1 胸 の つけ 根 か ら 外 側 











に 向かい ます 。 


較 の 下 の D ラ イン 、 つ な が り が し っ か り 描 か れ て いる 場 癌 。 


脱 の つけ 根 が 太く 見 えま す 。 





贈 の 下 力 上 広和 皿 た る みみ 牙 少 
し に する と 、 ぼ ほっ ュ っ そり し 
た も 四 に 球 事 EE 


ほぼ まっ すぐ で 上 に 


腕 の つけ 根 の 構造 





1 肌 体 ・ 胸部 の 線 

g) 且 が 下 に 入 品 込む ( 刺 
さっ て いる イメ ー ジ ) 
背面 か ら の ライ ン 。 
脳 の 下 ま わ ロ の の アウト 
ライ ン を つく ロロ ます 。 





切れ 込ん る で いま す 。 


Nl 


| リア ル な 体 で は 








も も コ と 下 で す 。 


| 普通 に 腕 を 下ろ し て い 
MI ーー る 時 、 背 中 側 の 服 の つ 


け 柚 部 分 が 、 外 に 向け 

k て 切れ 込ん で いる こと 

1 1 は あり ませ ん が 、 総 的 
“ に は OK で す 。 


胴体 と 腕 の つ な 
寺 目 部 で す 。 朗 
が 伸び て 、 こ の 
シル エッ ト 存 コ 
て ます 。 





"で N フィ ギュ ア や CG の よう な 印象 に 
な けり ます が 、 ス タダ イリ ッシュ な ジジ 
ル エ ッ ト が 生ま れ ま す 。 





BE 1 











立ち ポー ズ ・ 肩 の 形 と 脇 表現 


_ 妥 体 の 側面 が 見 える \W | 
| アン グル [ 


| 


| 
| 
| 


本 の つき 方 が 立 
体 的 に 見 えて ぎ 
、 ます 。 





や や アオ リ 気 味 で す 。 








調 体 前 面 の . 
ブス イア 


肝 の 下 の 朗 


有 贈 の 下 ・ 腕 の つう 
け 根 存 単 純化 し 


a ア て 表現 し た 坦 苔 


胞 の 下 の 「 皮 | を ちょ っ と 意識 する と 、 
受 の つけ 根 ま わり に 立体 感 が 生ま れ ま す 。 


本 の ポーズ や 向 寺 の 違い 
へ ~、 で 、 肩 の 形 も 変わ り ます 。 


"や や フカ ン 気 味 





時 横 


| 


近 0 | 





肢 
部 





ea 


| 「 “ 
も ! a ae 「 ロ 
WW デ 二 
「 詳 芋 RE 
| | | sa デ ッ 
ロ ak ョ “ 1 1 評 FF jr 」 1 こ 上 デー デ 
ly | 」 か 由 | 
1 5 本 PF ML 2 
| 『 by 『 


』 | 


体 の 側面 を 意識 し て 描か れ た 肉 づ け の ラフ 。 ボ ポーズ の アタ リ 。 骨 格 デ ッ サ ン 。 





真正 面 ア ング ル | \ | 










\ 記 が 手前 に ある の で 、 | YY 
正 画 か ら 嗣 の つなが り ・ 
馬 の 下 が 同 れ ます 。 





1 


肩幅 が 応 い 、 育 筋 が 発達 し て いる 場合 な 
ど で 、 開 の ボー ズ に よっ て は 勝部 分 が 見 
える こと が あり ます 。 


キーー 





1 1 | 
LW すま リ ロ 


『 WV 時 2 | 
肩 の 筋肉 の イメ ー ジ を \ ll 
だ 円 状 に と り ま す 。 





十 慌 型 溢 器 諸 


に ENG 


選 器 


| 器 王 沿 








腕 を 上 げ る ポー ズ _ と 


る @ バン ザイ 
や や アオ リ 









開 存 下る し た ラフ 
で 、 ヒ ジ の 蘭 置 や 
手 の 長 証 存 確認 し 
な が ら 描 寺 きま す 。 





i 
和 
| ご Ln 
。 
= 1 
」 
| 隊 i 
1 i 
【 | | 
| | | 
| Hi 
1 | 
! | 


| に リロ SE | 
4 ] 
WM へ 
や や アオ リ の 構図 」 


で は . 鎖骨 は 水平 
に 見 えま す 。 


通常 アン グル 





鎖骨 は V の 字 で す 。 
肩 の の 筋肉 と つなが 1 
っ て 見 えま す 。 \ 人 


人 @ 伸び 








肩 を 描き 込む 前 
胴 性 を 


| ; 


tL 


キリ させ ます 。 





通常 アン グル 


左右 の ヒジ 蘭 置 を 
と ら 和 える 目安 の 線 。 


中 
Nn 


' 

| 
コリ 
填 
8 


デ ッ サ 
1 存 描 寺 込 みみ ます 。 





フカ ン の 


同 の アタ 
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胴体 に 円 柱状 の 胸 が つい て いい 名 イメ ー ジ で す 。 










腕 の つけ 根 を 見 て みよ う 


腕 の つけ 根 を と ら え る だ 円 。 だ 円 の 
\ | 大 きき さ が 胸 の 大 さ で す 。 ま た 腕力 向 
手 | 寺 で だ 円 の 角度 は 変わ り ま す 。 


有馬 の つけ 根 を 


背 略図 的 に 描い 
F。 た も 功 。 

中 

部 い [ グ 






受 の つけ 根 の 位置 と 
J) 大 き さ を そろ える た 


| 和 め 功 目 宴 の 線 。 
ンク 


受 奏 オナ オメ 前 た ナナ 
メ 後 に 怖 ば し て し いる る 
ポー ズ で す 。 


| 





呈 亜 叶 


品 玲 


| 


品 
lay 






シン ブル な 及 表 現 。 


アオ リ 







に a 
* i 
” EL j J 
『 是 1 
L Y 1 
| 
E か 
[| 
」 ・ 
J 
| 


酷 周 存 強 調 し て 、 構造 的 に 
と ら 元 た 場 佑 。 


コ け 根 コ ぼく 見 せる た め の 、 シ ロワ ロ の 
清 出 表現 。 小 二 め の カッ ト 世 体 と 貞 
息 立 性 感 を 強調 し た いい 時 は 、 こ うし 
た 表現 も OK で す 。 


日 ア 


や や フカ ン 





腕 を 下ろ し た ラフ 在 
描い て 、 肌 の つけ 根 
や 、 局 ま わり の 構造 ・ 
全 囲 気 を と ら え な が 
ら 必 画 し ます 。 





| この アン グル は 、 と ら え 1 
| | られ 名 脇の下 中 起 代 ・ 節 1 
| r / 肉 ラ イン は わずか で す 。 





腕 | | ーーー“ ゲ を 入れ た 習作 デ  . A 
| 「 F ッ サ ン [fn 7 前 
| | L Ey ! 
| | AS 4 / 
| | ーー が vwM 
『 | デ i fF 
| [PP 
| \ リバ ーー 語 の 色 A。 


まわ り 込ん 
衣 で いま す 。 








hm 
ーー 


且 の 下 の く ほ み 


腕 を 上 げ 合 前 の 状態 


乳房 か ら の の ライン 











肩 の 筋肉 が 強調 
半 れ ます 。 













乳房 か ら 肩 の 徹 肉 に | 

つなが る ライ ン 

RS 3 デッサン 。 腕 の ボーズ 
a つけ 旋 前 に 、 貞 体 に 


ーー 一 I / デ 上腕 が 肩 の 節 肉 の 下 に デ こだわ り ま し ょ う 。 
| "も ぐり 込ん で いる イ A 
邊 | | ピ メー ジ で と ら え ます 。 

| 区 簡略 図 。 と ら 購 の 下 の の 皮 の ライ ン 


al ' / える コラ コイン 








肩 の 簡 肉 の 曲線 が 
美しく 出る ポー ズ 





横向 き 。 通常 | / 腕 を 下ろ し て いる 時 の ヒジ と 手首 
アン グル で す 。 | の 位置 。 肝 の ポー ズ は 胸 の 長 さ 在 
' 確認 し な が ら デ ッ サ ン し ます 。 





局 の 節 肉 の 丸み が ほ と 
ん だ ど で 出 な い 含 。 
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腕 の 動き に 応じ て 、 や 、 


肩 の 筋肉 の 丸み が 出 
て 寺 ま す 。 


ナナ ヌメ 向 寺 、 
開 を 下る し て 
立 コ ポー ズ 
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デッサン 。 肩 の 筋肉 と 胴体 の アタ リ 
皿 つ な が りり 大 な と ら え ミ えま しょう 。 


横 に 上 ば げ る 


腕 を 主体 に と ら え . 肩 の の 科 肉 
を ほとん ど つ けなし \ 場 合 。 


EE 
PE 


呈 } | 
デッサン 。 肩 の 丸い 位置 は 、 腕 を 下 
ーー ろ し て いる 時 より 少し 上 が り ま す 。 


ヒジ 



















デア 4 
| 
腕 英 下ろし じ て い 台 和 状態 に 重 失 て た も 
の 。 癌 骨 の 変化 に も 注目 し まし ょ う 。 
ヒビ ヒジ が 計 に 開い て いい 名 
場合 ( 肌 が 抽 婦 方 向 に 
上 が っ て いま す )。 肩 の ーー 運 
節 肉 の まわ D 和 み は 見 プ 
えま せん 。 前 





陳 肩 の つき 方 を と ら え 
| る ラフ コ デ ッ サー 





も 1 0 フカ ン の デッサン 。 ポ 

ー ズ を 描く 前 に 肩 の つ 
| 吉 方 や 胴体 の 確認 で 描 
| て 画 作 デッサン で す 。 





"ヒジ な 閉じ て いる 場合 。 
肩 の 捧 肉 が 見 えて 寺 きま す 。 








ポー ズ 別 に ヒジ の 形 を 観察 し よう 


EE 


ヒジ を 突き 出し た ポー ズ を 中 心 に 、 ヒ ジ の 形 や 
ヒジ の 表現 を 見 て み ま し ょ う 。 














テッ サン 。 関節 男 位置 を と り 尽 が ら 
押 寺 まし ょ う 。 






b は ヒジ の 先 | 
端 に な る 、 骨 
の カゲ で す 。 





だ 円 状 に 描い て も DK で す 。 
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記 が 

の も ト 
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AN イグ 
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四半 円 状 の 曲線 は . 表 画 
に 浮き 出し た 骨 の 「 カ ゲ ] 
で す 。 光線 に よっ て 、 見 え 
方 が 変わ り ま す 。 












表現 バリ エー ショ ン 。 
簡略 タイ プ 


じ GC 正 面 を 向い て いる 
剛力 下 部 





| 事 現 ババ リエ ーション 。 
| \ \ ヒジ の 硬 さ を 強調 し 
| | 和 た しい ! 時 。 


/ ュー 空 キ 中 | た 時 の 肝 と レミ 手前 に 突き 出さ れ た 手 を 描く 時 は 、 手 を 
且 を 前 に 突き 出し た 時 の 脇 と ヒジ | 顔 の サイ ズ く らい に 描く と 迫力 が 出 ま す 。 
Ws | J | と (回 近 表 現 ・ 広 角 レ ンズ 効果 ) 


ヒジ は 見 えな く な り 、 腕 の 「 く びれ 」 部 
分 と し て 表現 し ます 。 
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肪 の 下部 辿 は と て も シ 
プ ブ ゴル に な 中 ま す 。 


普通 に 写真 を 撮る と 
手 は この くら らしい 小 鞭 
で 写り ます 。 
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参 ヒジ の 先端 に 丸み を 意識 し て i 
描 ぐ と 良い ボーズ \ 『 


」、 アタ リ 。 頭 と 価 
、 を 描き まし ょ う 。 





妥 の 位置 。 肌 
を 下ろす と こ 
の お あたり が ヒ 
ジ の 位置 。 






| 1 i 1 LN 
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7 ヒジ の 位置 を 修正 し な が ら デ ッ サ ン 








る ヒジ の 先端 を 突 ら せる イメ ー ジ で 
描く と 良い ポー ズ 





@$ ヒジ の 骨 の カゲ 表現 









ヒジ 0 の 骨 の アタ リ 。 丸く 位 
置 を と り ま すす 。 


話 、 肩 、 手 首 は 左右 同じ 高 さ で す 。 
左腕 は 正面 に 出し 、 右 腕 は 少し ナナ 
メ 向 き に 上 げ て いま す 。 





美しい 腕 の ライ ン を 描こ う 








腕 を 本 葉 す る バー ツ と を 多 


二 四 腕 。 
上 腕 【 じ ょ うわ ん ) 


Ma 一 下 腕 か わん 
x 








肩 の の 筋肉 を と 
与え 人 る ライ ン 





腕 に 肩 の 筋肉 が 
乗る 感じ で と ら 


腰 〔 ヒ ジ 蘭 置 と よい で す 。 


の 目安 ) 





崩 体 や 腕 の 長 さ の デザ イン 

= | | a し だ いで は 理屈 通り に 描 

| 肩 と 上 胸部 の 構造 を 基 胃 に し て 描か れ た いて も バラ ンス が 変 に 見 え 
ボディ デッサン る と が あり ます 。 


| 長き と ライ ン の 特徴 





ー 般 的 な 、 胴 体 と 腕 の 長 さ の 関係 








ヒジ 存 中 心 に 、 上 脚 と 下 開 は 
ほほ 同じ 長 さ で す 。 


下ろ し た 胸 は 、 股 あたり に 手首 か 手のひら 
が くる 長 さ で 、 ヒ ジ は だ いた い 腰 の 位置 。 


@ 愛 の ライ ン の 変化 


ピー sn 


, a ーー=ーーーーーー ーー -—-— ee 
ンマ 1 
よ 1 re ーー = 


Y/ | 
IA/ ヒジ の 胃 で 、 こ 


) 
ン れ 以 上 曲がら な 
| い は ず で す が … 


横 に 伸ばし た 腕 。 手 の ひら の 向き に 応じ て 、 
且 の ライ ン は 変わ り ま す 。 


、 この くら い 
曲がる 人 も 
\ いま す 。 





ニキ ーー ニー ニー ニー ニー ニー = 往 に に ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ーー ニー 






胸 の ライ ン は 二 段 階 で 
細く な る 


ヒジ か ら 手 首 に 
向け て 細く な る 


肩 か ら ビ ヒジ に 向け て 
細く な る 


| 肩 、 ヒ ジ 、 手首 の 位置 を 
と ら え て 描き まし ょ う 。 





アア 





| パー ツ と し て の 肩 
頭 | の 丸み が ほとん ど 
部 | 見 えな い 構 図 で す 。 


] = 肩 は 腕 と 胴体 の 接続 ポイ ント 。 
腕 の 動 き と 局 胴体 を と ら え る の が 、 肩 、 腕 を 描く 第 一 歩 で す 。 


る 肌 休 を と ら え よう 


背中 側 の ライ ン は 肌 
体 忠 厚み の 違い で どら 


胸 を 張る … 両 肩 を 後ろ に AQ AA Ff 
\ a hk : ダイ プ ゴ 生 品 ま す 。 


引 し いた ボーズ 
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上 . 眠 体 が 厚い タ 
イブ ゴ の 場合 
ha タイ ブ の 場合 





を 肩 の 曲線 の 特徴 


丸 さ に 、 肩 の 筋肉 らし 
さ が 現 れ ます 。 






普通 に 脚下 る ろ し て 
いる 場合 


受 存 後 放 に 引く 


丸い シル エッ ト 波線 状 の ライ ン 





開 が 後ろ に 引か が れ 太 ごと に ア 


で 、 筋 肉 ひ り ラ イン が 現れ “ ろ で バ 
のり し ング 

腕 の つけ 根 は だ 円 で i | 【 

と らら えま す 。 脚本 体 必 


"の 根本 と し て 利用 し 





Pe 肩 の 筋肉 で 、 胸 の 
太 さ の イメ ー ジ が 
| 変わ り ま す 。 子 ど 
| | も っ ぽい キャ ラ は 
| 少な め 、 大 人 ふう 
| 腕 の つけ 根 の だ 円 は 、 服 の ニー テテ デポ / キャ ラ は 回 か に 内 
a 1 宙 つ き 部 分 を イメ ー ジ し て の づけ し まし ょ う 。 
| | | も OK。 服 師 的 に は アー ム 
| | | 11 ホー ル と いい ます 。 
cE | | MA | 
| 実際 に は 肩 関節 の 位置 は 動き ませ ん が 、 感 覚 的 に ひで と ら え た 関節 が ナコ 1 ( 
_ | 後ろ に 引か れる 、 と いう イメ ー ジ で アタ リ を と っ て も OK。 \ に 


アロ 


ET = ノ 


伸ばし た 腕 = ト NL 
ゴー 隊 2 、 @ 腕 を 前 に 差し 出す 1 


両 肩 、 両 ヒビ ジ 、 両 手首 大 
平行 に と 由 ま す 。 





手 皿 びら を 上 に 向 

けた 癌 。 有力 ラ デ に 

イン が 相 わ りり ます 。 f 1 a 
i ) 


A / て TE 
} A 時 げた 坦 人 


we 





を 前 に 出し た ヒジ の 位置 は 

] | 胸 を 目安 に し ます が 、 実 
[ 一 サイ 際 に や っ て みて 確認 する 
4 iE こと も 必要 で す 。 






コカ ン の 立ち ボーズ ・ 
ラフ デッサン 。 ここ 
か ら 歩 く ポー ズ に し 
ます 。 





/ 


| 本 を 目安 に ヒジ の 
し っ が 蘭 置 を と り ま す 。 





腕 を 交差 きせ る 


肩 を 傾け て 片腕 | 
を つか お む 
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i 1 
参考 : 普通 に し て いい る 時 


重ね て みた 場 含 。 ほん の ち 
よっ と の 上 げ 下 げ で す 。 





MM 肩 ラ イン の 頂き に あわ せ て ア 
NNU “ ンダ ー バ スト ライ ン も ナナ メ 
「 | に と っ て いま す が 、 仕 上 が り 
で は 乳房 は こん な に 傾け な い 

ほう が 自然 に 見 えま す 。 


鹿 を 上 げ る ' ! リー 
前 の 位置 4 _ T eG 


に で 


デア | 
| アン ダー バス ト | 
の 目安 


用 へ 
人 \ アタ リ 。 ポー ズ 全 体 
の シル エッ ト を と り 。 
な が ら 、 関 節 の 位置 。 。 
存 お 寺 え ます 。 」 が 





SP | 両 肩 を 上 げ て 
腕 を 交差 





月 
Ya 
に キー | 
| (に 
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Fa | 中 | 
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Fo 1 ーー | 
に EF 1 ! 
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を 脱 と 乳房 の 関係 を 見 て みよ う 


手 を 前 に そろ えて 
立つ ボー ズ 





アタ リ 。 肩 、 ヒ ジ 、 股 の 


位置 を と ら えま す 。 
芝 を 後ろ に まわ し て 立っ | 
て いま す 。 ' " 
、 乳房 を 優先 する 場合 腕 の ライ ン を 優先 する 場合 
お 辞 価 を する 胸 の 下 で 腕 を 組む 
/ 、 体 の 上 面 


2 2 


Me 


補 勢 。 体 の 上 面 を 





と ら え まし ょ う 。 “ 
自 鍼 に ヒジ 存 抱え る 程度 に 胞 を 組ん だ 場合 。 
乳房 は わずか に 寄せ られ ます 【( 脱 の 谷間 で 
! 表現 )。 
| だ 電 
い 乳房 は 肢 に 押さ れ て 手 が 添え られ て | | 
中 央 に 寄せ られ ます 。 見 えな く な る 右 | | 
) 。 開か ら 描 きき ます 。 | 
ブラ な どの 支え が な いと 、 
乳房 は 垂れ た 形 に な り ま す 。 
ーー 
アタ タリ で イメ ー ヒジ の 位置 を 
ジジ を つが かがみ ます 。 と らら えま す 。 


日 1 


乳房 を 支え る よう に 腕 を 組む 
| 1 





の 





(1) 下 の 胸 を 描き ます 。 (②) 上 に 乗せ る 手 の ア タリ を 
入れ ます 。 


「| 4 
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。 「 ニニ 1 年 」 キキ - 自 
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= I ーー 『 
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x FF 
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⑧ 肉 づ けし ます 。 ーー 一 、 (④ 形 を 団 え ます 。 


vw , 


に 1 | ⑤ の 左腕 の アタ リ 。 肩 - ヒ ジ ・ 
トノ 手首 の 位置 を と り ま す 。 


ーー 


| 胸 の 前 で 両 腕 を 交差 する = 


F 1 

1 ] | 
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「 も 』 

一 衣 前 ・ 
| ョ コ 1 = 沿 1 時 も ロ 
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mm 『 
人 コ 
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本 に 隠れ て いる 
部 分 


















上 が っ た 肩 


ピン .………-- も と の 肩 の 位置 





・ 上 が っ た 下 乳 
"(アン ダー バス 
ト ) の 位置 





要 化 在 見 て みよ う 


体育 座り の 腕組み 


両 肩 を 抱き か が える 
トル) 
oe el アー 
サシ > 

KT 
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敵 お 
EE 
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SN 
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や シノ 


いい に 電 
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隠れ る 部 分 の 作画 。 膨 
の ポー ズ 、 ヒ ザ ま わり 
を 描き 込ん で が ら 脚 を を 
描 寺 ま す 。 





腕 に 圧 融 され た 
乳房 の 形 





スタ イル の 違い (乳房 の 位置 が 消し 下 に 
市 必 場 合 な ど 〕 に よっ て は 隠れ な いこ と 
も あり ます 。 


に 民 





= 形 を シル エッ ト で と ら え ます 。 
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i me mm mm mm Om 
トド wanse 中 内 
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指 り の つけ根 は 曲線 
状 に な り ま す 。 





ーー 3 ネ 。 か / | | 
指 1 | | | : i i rr 
i | | 11 Y 
1 摘 か ら は 手首 が 細く な っ て FR N 


いま す 。 手 の 向き 、 腕 の 向 か ka 
き に よっ て 手首 の 太 さ は 変 に す 指 の つけ 根 は だ 円 で す . 
わり ます 。 の を 、 | 


人 手 の 厚 み を と ら え まし ょ う 





関節 部 分 の 丸み 存 
と っ た も の 。 





小指 の つけ根 は 






形 を と り ま す 。 紀 る や か | に わん 


\ | 板 状 を イメ ー ジ し て 
へ 曲 し て いま す 。 





右手 


ね 人 


① アタ リ の 作画 。 形 の イヌ 選 指 の つけ 根部 労 在 深め て 、 
ー ジ を 描き まし ょ う 。 手 の 指 奄 描 喜 込み ます 。 
和信 性 の シル エッ ト で す 。 


、 | SS 、 
琴 者 s 指 忠 閲 節 。 本 1 1 | ーー 
構造 透視 較 i ーー 
左手 ① アタ リ 。 大 づか み に ] 
手形 を と り ます 、 


ーー 一 人 差し 指 は 「 線 」 で 誠一 の 1 い 
me OK で す 。 / 





同じ よう に 指 を 曲げ る 中 4 
指 か ら 小指 まで を ひと か 、 
た まり に と ら え ます 。 


指 の つけ 根部 分 を 簡単 と 0 " 
yy の に 〇 で と ら ま す 。 ンー 










関節 を 理解 する こと は 太 切 で す が 、 
関 師 を 意識 し すぎ る と か 和え っ て わか 
ら な くく な りり ま す 。 鞭 囲 気 を 大 切 に し 
て 、 太 づか み に 単 純化 し て と ら え る 
こと か ら は 性 記 ま し よう 。 
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な ポー ズ も … な 感じ で す 。 え 、 指 を 描 寺 知 み ます 。 
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| 中 
| 


哲司 。 巨 中 

i FT 

時 トニ 
ーー 


ろ っ 骨 
中 心 線 は 引 寺 





ポイ ント 

\M | 下腹 部 の 曲線 ライ ン は 好み で 入れ よう 
/ WW 「 「 股 に 向かう 曲線 ライ ン 。 

| ーー ] 腹筋 の そば か ら で き る ライ ン と 、 腹 筋 の 外側 か ら 
| | 、 。 で きる ライ ン が ある の で 、 好 み で 描き 込み ます 。 
| / や 目的 は 下腹 部 の 丸み の 演出 で す 。 








忠 肪 の 曲線 が その まま 上 股 ま で 
曲面 を 生み 出し ます 。 


お な か 表現 の いろ いろ 


正面 引き 締まり 感 を 強調 し た 場合 AL ' N 
WT 、 / し 






F 
Ff 
= 
ーー 
1 』 
| 
| 


暇 用 部 分 カゲ 表現 に よる 肉感 表現 


下 腰部 の 曲線 
ライ ン 【 絢 ) 


下 彡 部 力 曲線 
ライ シン 【 内 ) 





外 タ イプ ゴ 。 骨格 中 
し っ か り し た 大 人 
キャ ララ 向き で す 。 


肉 タ イプ 。 頭 身 が 
。 短 騙 の キュ ー ト 在 
『 キャ ラ に 向い て し い ! 

ます 。 








トー ろ っ 骨 


上 下 の 腹 筋 の 
、 くぼみ を 強調 





、、 腹筋 か ら つ 
下腹 部 ) なげ る 下腹 
| の 曲線 ヽ fF 部 曲線 
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きか な か の 表 = お へ そ に も 注目 。 正面 か ら は 丸 や だ 円 形 な ど で 描 か われ る お へ そ は 、 
お な か の 衣 現 を 見 て みよ ス 横向 き の 体 で は タテ 長 や 線 状 に な り ます 。 


@ 横向 き @ ナナ ン 向 き 
] - 体 を 反らせ る MM て.。 2 





通常 スタ イル や や 太め の スタ イル 











(メリ ルリ を 強調 ) 
_ ろ っ 骨 の / 
\ ラ イン ーッ 
! 
) 上 腹筋 (上 部 ) | 
て びれ i 
ai 
| 
腹 秋 (下部) | ] 
/ / 
ヽ 、/ 4 
/ 
\ 
1 
1 
a 横向 き で は お へ そ は ほとん ど 見 えま せん 。 
HA | 
部 | ' ] 
a i や わら か が な 起 快 を 、 中 央 の 目 筋 の 線 と へ そ で 
天 は つづ ポ ボ ポーズ 表現 し て いま す 。 
ー# 
| ろ っ コ 骨 の ライン 
| 
1 
| 
| 
ーー | 
| 
108 | i 





0M 和 字 開 肢 


重 箇 は あお あまり 強 再 










され ませ 上 。 
/ ] 


お へ その 形 で 、 腰 か ら 下 
存 窪 志 出 し て いる こと 存 lati, 
毒 現 し て し い 地 専 。 2 | 





L 中 5 『 
1 i 』 
| a 
| ] ビデ 
= a i | 
i Es 
| 
| } 


| 


/ 〆! 
FW 
が 


へ そ は 妨 形 在 其 
本 に だ 円 状 に 描 
寺 ま す 。 





作画 の 途中 。 中 号線 は へ そ と つなげ て いま 
す 。 仁 上 げ で 達 切れ させ る こと で 、 用 部 の 
起伏 大 表現 し て いま す 。 





へ そ 。 アングル 
に よっ て タテ 長 
の く ほ み で す 。 


es 


や 






腹部 と 胴体 の 立体 感 
が 肉感 的 に 現れ ます 。 








ボディ デッサン 


中 心 帆 の まわ り 込み 。 デア 
体 の 曲面 と 厚み を と ら 。 上 N」 
える アタ リ 線 で す 。 A 
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調 骨 、 肩 甲骨 (けん 4 こぅ こっ )、 腰 の くびれ で セク シー な 背中 を 演出 し よう 


NRNSENNININISIINEUENSNEISTHELUEELEMNEKEMUINTIEUEEELMMNLEEINMLINMLELIIELELIMILLIINEGILIINEELUEELLEIHNIUIIGILELIMEIEIENILELHHNIHLELNLLHLHIMILEINMELLMEUNEHEELEHLHLILELIMIETLMUINEMIIEHIELELMNBSEGHLELHNLIEMNEMEELMNEELINIMIUBLNLIULRNEMMIMUEMIMEBUSBSSMSMIISSRULLMSLIILLSIIMEI 


ゴビ 4 腰 の くびれ を 生み 出す ボディ ライ ン と 、 シ ンプ ル な 背面 に 浮き 出す 背骨 の ライ 
月 中 の 作画 ン が 背面 の 魅力 で す 。 ポ ー ズ の 核 に な る 首 か ら 肩 の ライ ン も 重要 で す 。 





憎 帽 筋 ラ イン 






| 肩 甲骨 J 
本 (けん こう こつ ) こい 「 腕 を 上 げ る 4 
) \ 
本 背骨 の ライ ン ナル 1 『「 肩 甲骨 の 下部 が 
開 寺 ます 。 







肩 甲骨 の ライ ン が 平生 
ヒジ を 張っ て 用 に / なり 、 中 央 に 寄り ます , 


手 を あて る 





育 骨 も 深く 浮 
寺 出 し ます 。 





フカ ン の 構図 で も 、 憎 帆 筋 の ライ ン は 
デッサン の 決め 手 に 太り ます 。 





開 存 下 必 し て し ! 訓 
時 と 重ね た も の 。 
僧 帆 筋 部 分 は ほ と 
しんど 動き ませ ん 
i 肩 の ライ ン を 水平 に と り 、 
デッサン | | | 憎 幅 艇 ライ ン が な る べく 
ーー トリ / 均等 に ナナ メ に な る う よ 
が 、 うに 描き ます 。 
征 | ンー NN 
EE | リプ 1 


胸 が 見 えな し いて 呈 い の カナ ナメ 向 寺 アン ダサ 
ルル は 、 背中 が 甘 し く セ ウジ シー[ に 見 えま す 。 





首 と 肩 の ライ ン 、 背 骨 の 表現 に 『 
注目 し よう 。 「 





















体 を 反らせ て 


振り 向く 
1 本 の 線 に な 
り ま す 。 
肩 を 少し 上 げ て 
いま す 。 





、 さ ーー 反り 気味 の 姿勢 。 腰 は 大 きく 
くずれ 、 背 胃 の 線 も 腰 の 近く 
に に 洒 る 現れ ます 。 


し な り を 意識 し た 
振り 向き ポ ボーズ 


ポイ ント 
反り の 姿勢 の シル \ 首 か ら 背中 に 
エッ ト の 開 し さ に が か がけ て し な や 
は 、 脚 線 が 影響 す 「 | | か な ライ ン に 
る こと も あり ます 。 「 な り ま す 。 





アゴ を 上 げ て 
振り 向く ーー 





「 AEs 1 。 . 背中 の 面 の 見 え 方 と 肩 の ライ ン が 重要 で す 。 
育 面 ポー ズ の 腕 と 背中 胴体 の 形 を と ら え まし ょ う 。 
@ 振り 向き キメ ボーズ 


NX 
ビー 両 ヒ ジ 存 張っ て いる の 
FH で 、 肩 甲骨 が 中 央 に よ 
っ て ます. 


胴体 に 肩 が つい て 、 
肩幅 に 放り ます 。 








回 
J 日 
= 
L < rr 
本 トド 
ee 
a ご 





中 [ ブラ の ライ ン の アタ リ 。 
有 曲線 の 向き の 切り 替え 
7 t で 、 側 面 を と ら え ます 。 








姿勢 な の で 、 背 骨 ] 
| の ライ ン は 腰 あ た \ 
詩 | り に 深く 入り ます 。 ォ + * 

| 頭 部 と 貞 体 の デッサン 


| 
I 


MJ @ 顔 だ け 振り 向く 


eg 
i 
/ | し た 腕 。 肩 の ライ ン ヾ .j 
は スム ー ズ で す 。 






| 


前 に 腕 奉 出す と 
肩 の 筋肉 が 現れ 
ます 。 





1 
が に ーー ーー rT 
Fg EE 


アダ タリ 。 肩 の 角度 と 背骨 在 
軸 に バラ ンス 存 上 と りり ます 。 


@ ナナ メア ング ル 


イメ ー ジ ラフ を アレ ンジ 
し て 立ち ポー ズ に し ます 。 


a 





振 ロ 向 寺 ポー ズ 四 
ボテ ィ デ ッ サ ツン 克 
改造 し ます 。 





肩 を 削り ます 。 リ \ 







し な り の ボー ズ な の 
で 、 背骨 の ライ ン は 
大 づか み に 8S の 字 
に 入れ ます 。 


中 心 線 の アタ リ 。 育 中 の 面 
と お 尻 の ぐら み に そ っ た 


1 1 本 中 曲線 で す 。 


る ひね り の 振り 向き 









乳房 看 大 寺 きぐ し ます 
( 構 が 見 た 形 に 近 
いも の に 1】。 





| ] 
ボディ デッサン 。 背中 
上 と お 民 の 線 で 、 背 中 の 
面 と お 展 忠 向 寺 大 とら 
和え ます 。 





| 
\ | 「 完成 。 上 の 「 ナ ナメ アン グル の 振り 向き ポ 
| ー ズ 」 と 背骨 の ライ ン を 比べ て み ま し ょ う 。 
背中 の 表情 の の 違い が わか 口 ま す 。 


11 ヨ 


@ 片手 を つか お む お ポーズ // の ヽ へ \ 






奥 の 肩 が 見 え ^、・。 
な い タ ダ タイプ ブ 





奥 の 肩 が 見 えな い タ イブ の 関節 の 位置 
両 扇 が 前 に いっ て いる の で 、 肩 甲骨 の 下 
則 が 開き ます 。 





肩 が 見 え る タイ ゴブ は 、 両 肩 を 後ろ に 引 し 
て いる の で 、 肩 甲骨 が 背骨 に 寄り ます 。 





| @ アオ リ の 場合 


ゴゴ 。 ! 


"ーー ナナ メ 向 き 


横向 き に 近 
ナナ メ 向 き 





人 @ 腕 を 上 げ る 首 と 肩 ま わり の つなが り に 注目 し まし ょ う 。 
a ーー。 ps 1 


ーー 


了 






腕 を 横 方 向 に 上 げ る と 肩 の 節 
肉 が は っ 寺 り し ます 。 


ライ ツン 
肩 と 肩 甲 骨 の 
ライ ン が 直線 
的 に な る 場合 









デッサン 。 構造 と シル エッ ト 
を つか み ま す 。 


っ アレ ンジ 。 肩 と 肩 甲骨 の 
ライ ン を 曲線 的 に 

1 すい し 
i い 


\ 





アタ リ 。 構造 を 主体 に 
と ら え て いま す 。 
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柔らか で 丸み の ある お 尻 を 摺 こう 


EE EE HH HH IN ENHH HH HH IN HH FIH BBH Hm HH HH IN HH H 昌 F HH HH 昌 H HH HIN WIH HI EN HH 昌 昌 昌 中 llH HE 昌 旧 昌 昌 是 上 昌 昌 時 E 当 昌 HH 上 NE 衣 量 且 上 上 是 EEEHEBEESESEHEIMEEEEBUBHBITIMBEEEEEBEIMEMUIMBIIEEIEIEEEIREEEEEL 








- 
弟 
攻 | 
虹 | 
| @ お 尻 と 股間 





ニ 田 


密 | 現品 


は 
ココ 





脚 を 閉じ て いて も 。 ね わ ね 


ず か に すき 間 を 描 ぐ こ 





と も 古 り ます 。 





丸み の ある シル エッ ト を 意識 し て と ら え まし ょ う 。 


ーー ニー ニー ニー ニニ ニー ニニ ーー ニー ーー ニニ ュー ニー ニニ 


IE NH HH em mm 


由 ーー 
mm mr EF EN EE = ニニ ーー デー ニー デー デニー デー 


DS RR ek 割れ 目 の 始ま 


位置 。 


・ も っ と も お 尻 
の 突 寺 出し て 
いる と ころ 。 





体 下 部 


お 尻 の 下線 と 股 の 線 は ほぼ 同じ 


お 尻 の 幅 ( 骨 癌 の 幅 ) 1 高 さ で す 。 





脚 を 開い た 場合 。 ロ ー ア ンダ ル 
で は 体 下 面 が 見 えて くるる の で 、 
体 の 厚み が と ら え られ ます 。 


| 割れ 目 四 線 が 浅い 」 


に お 尻 表 現 マン ガ や イラ スト 、 デ アー ト な ど 


で 用 いる デフ ォ ル メ 表 現 で す 。 


タイ プ 
… キ ュー ト に 見 え 
る お 尻 
i i 


割れ 目 の 線 が 漂い 
… ダ イナ ミッ ク に ル ん / 
見 和え る お 万 | 





「2 つ の タイ プ の お 尻 














ダイ ナミ ッ ク 
キャプ 
お 尻 の 下線 より も 
高い 位置 に 股 が あ 
り ま す 。 


通常 タイ プ 
、 股 の 位置 が お 殿 
、 の 下線 と ほぼ 同 
じ 位 置 


ど に に ' 
\ { = | 正面 か ら 見 た 
a | = Le Lo ] 
沿 タ イ / っ リー ニッ クン 場合 A 
] \ 
ーー ング 1 | 
| 


通常 ダイ ゴブ 股 の 間 か ら お 殿中 肉 が 
わずか に 見 えま す 。 






| 


M | 
| 』 
| 
| 


ここ まで お 尻 、 こ こ お 尻 か ら 詩 まで ひ 





か ら 脚 が は じ ま 名 、 | | と つなが り に 見 え | 
と いう の が わか りや | 』 ます 。 ' 
WW | 如 尻 四 向 が も っ と 


ポイ ント お 尻 は だ 円 や 丸 を を 描い て 形 克 を と ろう 。 








中 心 線 か ら つ 
- な げ て アタ リ 
を と り ま す 。 





1 
1 
だ 円 研 E つ 摺 いて 、 書 展 外 ポリ ュー 存 イ メー ジ し て 、 お 必中 下線 の み 措 
上 大 と 品 ま す 。 し いて も UK で す 。 
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ポー ズ や アン ゲル で 変わ る いろ いろ な お 尻 の 形 を 見 て 





参考 : お 尻 の ライ ン の 変形 






ヒザ を 上 げ て い 
ます 。 お 恨 の 丸 | | 
さ 、 形 が 美しく ] ] 
現れ ます 。 体育 座り の 場合 、 丸 い シ ル エ ッ ト が 現れ 

ます が 、 割 れ 目 は ほとん ど 見 えま せん 。 


あぐら の 場合 は 肉 が 平 べ っ た くつ 点 れ . 
どこ が お 尻 か わから な く な り ま す が 、 
お 民 中 内 の 開 ら が か さ が 更 れ ま す 。 


くぼみ の 線 に つい て 





間 | 


に 骨 前 の 上 端 に 
で きる くぼみ 。 








1 “ / 
く ぐ ほ み を 描く こと で 背中 と お 展 忠 間 
が は ほっ 電 中 し ます 。 骨 机 の くぼみ は 省略 し て も OK で す 











3 9 


宴 そ べり ポー ズ ] A i 





お 尻 を 浮か せ て 
横 座 り 








ゴブ ラ ヨ と パンツ を 
描 寺 込ん だ 場合 


、 体 の 曲面 が は つき り 
し ます 。 
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お 尻 を 突き 出す 


@ |「m (エム ) 」 の 字 点 うう シル エッ ト の お 尻 


まる 【( 〇 ) 在 二 つ 組 み 合 わせ た 形 で 、 中 中 線 
[ か ら の つなが ロ 在 と ら え まし ょ う 。 
| 









胴体 の 立体 を つ コ 』 
くり 出す 曲線 7 





| ] へ 、 | 貞 体 か ら の つなが り 
つ アノ | も と ら え 、 胴 体 の 人 
3 | / | や 厚み を 意識 し て 描 
N ff \ | きま す 。 





@ アウ トラ イン の 丸 さ を と ら え る お 尻 






ほぼ 1 本 の 曲線 
| に な り ま す 。 


肉感 演出 


げっ ちり し た バン 
ッッ の 場合 、 肉 に 少 
し 食い 誠 お の で ラブ 
イン が 途切れ ます 。」/ 





1g1 








ーー 


1 








1 どど 





| 女のコ 座り 





座っ た ポー ズ の お 尻 | お 尻 の 丸い シル エッ ト を と ら え まし ょ う 。 


べったり 座っ た 場合 手 で 文 えた 場合 







ヒザ を 離す 
乗ら か そう な 
お 尻 に な り ま す 。 






カカ ト が 離れ 、 お 尻 が 
べったり 床 に つき ます 。 ^、 





a ] f, で お 尻 が 少し 持ち 上 # 
女のコ 座り グ { 3 ] | り 、 骨 能 が 立っ た ッ 
ル エ ッ ト に な り ま す 






0 / 2 


丸み の 出る る 部 分 


体 が 前 に 倒れ る の で 
少し お 尻 が 上 が り ま す 。 






正座 (カカト の 上 
に お 尻 を 乗せ る 


体重 が か か る の 
で 、 お 尻 を 上 げ 
て いる 時 より も 
丸く な りり ます 。 


1 





¥ 


) 
その 、 


ーー 
そこ 床 に つい て 直線 的 に な る 部 分 


1 ど ヨ 


脚 は お 尻 か ら つ な が っ て いま す 。 お 尻 と の 「 つなぎ目 ] が わか 


お 尻 と 太 も も の つなが り | ら な いも の と 、 お 尻 と の 「 つ な ぎ 目 」 が は っ きり わか る も の が 


つなぎ 目 が 出る ケー ス )、 の 
お 尻 + 太もも に くびれ が で きる も の 8 









/ 踏み 由 す と こち ら の くば れ は 
FT な 計り ます 。 


常 特 に お 尻 と 太もも の 表現 に に だ ね 
る 必要 が な い 場 合 は 、 お 展 か ら の < 
げ ばれ な し に 太もも に つなげ る こと も 
市 中 ます 。 








ー- | に 

肢 as 、 本 

間 | [ 
TrR | や \ 
口 | ンー a 
直 | 

時 | | “ 
部 | | | ーー / 
足 | | デッサン 。 つ な ま 卓 
| は 脚力 作画 の 目安 と 

ーー 』 し て 所 描か れ ます 。 


| つなぎ 目 が 出 な い ケ ー ス 
お 尻 + 太もも が ひと つなが り の 曲線 に な る 例 





| ひと つなが り の 曲線 
「 、 に な り ま す 。 





| | これ ら は 、 お 尻 か ら の くびれ 
/ ト 存 描 ぐ と 不 自 然 に な り ま す 。 





| 
『 
『 
| 
P 
ーー RL : 
『 了 。 
『 1 Li 
」 Ia 了 
か | 
| | k 1 ーー IE 1 
取 っ 
デ a ーー 
『 | も デア 
/ ーー ag ーー | 『 | \ 
『 am 
『1 導 1 半 才 ま バ 時 ' | F 
に i 








胴体 の 厚み と 脚 の つけ 根 を と ら え よう 


に 証 導 - 当 昌利 年 導 昌 生計 本 下 四半 本 四 生生 半生 二 生 間 半 昌和 時 計 肖 誕生 当 還 時 生 当 四 計 王 間 す 目 時 還 時間 和音 且 計 計 四 生音 四 昌 半 四 年 時 邊 昌和 四 昌 昌 昌 是 昌 導 昌 間 四 昌 EE RESE EE [生生 生生 | 


股間 部 は 胴体 と 脚 を 理解 す 放 た ぬ め に 必要 で す 。 胴体 の 最 全 
を ロー アン ゲル の ポー LLS 


ンス 


画 ヒ ザ 模 つい いて 程 に 
反っ た ポ ボーズ 
(ロー アン ダリ ルル ) 





1 胴体 の アタ リ 











背 部 の つけ 和 根 の 線 。 胴体 の アタ リ は 、 そ の まま も 
中 太い シワ で す 。 つけ 根 の だ 円 に な り ま す 。 も 


林 さ と 立体 感 が つか め ま す 。 








1 |。 jm 
i 






上 1 」) 正面 アン グル は 立体 感 を 出し に くい で 
1 1 す が 、 バ パン ツ と 服 の つけ 根 の 曲線 で 立 ! 
人 に シル 体感 を 演出 し ます 。 a 
ii 股間 部 の 後ろ る に まわ り 込 お 曲線 で 、 半生 人吉 
興行 寺 、 立 体感 が 生ま れ ま す 。 













胴体 か ら 股 に か け て の ライ ン を 決め よう 


の 2 | 1 ヽ 
) PF 1 
| Sa 8 [| 」 円 『 


繧 ボ ー ズ か ら 片 肢 
を 引き 上 げ る 








3 ーー 
TITIHILILI 





で 


ー デ 
ュー っ 2 
2 a 
a 
a 
Pd 
に 胃 
ss 
2 
eu 
所 
he 
ee 

lp 


ab. 脚 の つけ 根 の ライ ン 。 


ョ "太もも に つなが ロロ ます が 、 股 間 部 か らく ば れ て 太もも に つなが ロロ ます 。 
h… 肢 の 立体 に そっ た 曲線 で す 。 


PF る の 
』 デー + 


i 
L1 1 
し 
香 【 
革 1 
車 1 1 
| ーー= 『 1 
ーー に W 
! ーー 
| 


本 





a 127 





HE EL ーーー 体 の 厚み を と ら え ます 。 脚 の つけ 根 、 股 間 、 お 尻 で 
| 胴体 の 最 下 面 epi を 


@ 胴体 の 厚み を と ら え る 1 ーー 胴体 の 最 下面 の 中 央 










部 | 節 肉 の 筋 が 太 
く 入り ます 。 


脚 の つけ 根 の 線 





 @ EE 


る 
脚 を 閉じ て いる 状態 / 


パン 









脚 大 開い た 場 苔 








遇 尻 四 肉 四 線 


アオ リ の 場合 ' お 尻 の 肉 の 緑 が 
ーー 要 履 し ます 。 





{ \ k 
足 yf トバ 
4 | ! 
| | | \ 


128 } / \ \ 0 


@ は う ポ ー ズ 





股間 部 は 曲線 の まわ り 
込み で と ら え ましょ う 。 





胴体 の デッサン 。 こ の 段階 で は 、 脚 は お 殿 
か ら つ な げ て 形 を と りり ます 。 


] 軍 4 
画 
画 
| に 
画 er 
Ei = Fm 
L- = al ms 4 
ミ た 
コ 「 か も 1 店 
= に a + i i と ae 
『 a 『 
* ] に 5 


F 





| 1 | 
/ ( 
お 尻 ま わり の デッサン 。 股 問 部 と 脚 の つけ 根 


に ] 
キーーー 0 生 
AA a の ライ ン を 整え ます 。 


ナナ メ 後 ろ 


(や や フカ ご ) 3 







~ 脚 の つけ 根 の 
線 は わ ず が に 
出 ます 。 


ほん の 少し 
ナナ メ 後 ろ 
(や や アオ リ 気 味 


| 乱 肉 の 線 が 少し 
浮き 出し ます 。 


1 
と Be 1 
ee 
に 
i 
J a 
| LT 
本 
ーー 
ー ーー 


中 心 線 も まわ 
り 込み ます 。 
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@ 寝 ポ ボー ズ ・ 仰 向け 





GR ca 
/ 4 / \) 
/ | | | a プス に チン 
| 
\ 脚 在 M 字 に 開く 
i 





a | | 
| | 
1 = ーー に 隊 . 

at = | '| 
し | 
LL 
Ep : 
『 | し 
1 | 
1 | 

1 | 

9 1 1 | 
| 志 | 1 | 
1 いい 
| MM | 馬 
== | 
ボー 
ーー a 3 
に 
ーー デ 


ーー 
ュ に ーー i 


お 尻 が ら 脚 、 体 下面 ( 遇 まわ り ) を 描く た の デ ッ サ ン 脚 の の つけ根 の 線 。 


お 尻 に 胴体 が 隠れ て いる アン グル の 
作画 手順 





① 腰 から お 尻 ま で の ライ ン を と り 
| ます 。 
| (g 腹 部 か ら の 曲線 を と り ま す 。 

、 も う 片 方 の お 尻 の 丸み を と り ま 
す 。 





| 画 還 画 還 上 箇 条 和 生 生 生 生生 軍 和 
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@ 写 そ べり ボー ズ 







肖 を 開く 


お 尻 の 角度 


ep 








謀 の つけ 根 の 線 は 
事 尻 か ら の の ライン 
と 重なり ます 。 


身 を 起こ し て 大 きく ト 、 N A 
E を 踏み 出す 、 "| 前 後に 脚 を 開く と 、 お 尻 は もい ーー ! の つけ 根 の 線 


-『 \ 平 べ っ た い 感 じ に な り ます 。 1 へ ss) Na 
また 、 体 下面 の 平ら な 感じ ' ee こ 
が わか り ま す 。 












叶 久 | 





ーー 力 が 入る の で 
筋肉 の 線 が 肖 き 


画 ・ 居 | 雷 ・ 家 | 叶 寺 


に 


英 


思 可 束 議 3 


本 引 






| 左右 に 大 きく 開く と 、 』 2 a 
邊 | 筋肉 の 線 が 強く 浮き | . ーー 博 / *、 用 の 上 に お 尻 の 内 0 
出し ます 。 } | な っ て いる の が わか 
| | | ます 。 
| | 


股間 の 丸み 胴体 の 立体 感 は 股間 に も 反映 され ます 。 丸 み の 曲線 も 、 体 に 立体 感 を 与え ます 。 
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し な や か が な 線 で セク シー な 美脚 を 描こ う 









定 は 頭 部 く らい 
相 長 寺 で す 。 


ヒザ は アゴ の 高 






















, 左右 の 太もも の 形 や ス ぐらい 
時 ネ の アウ トラ イン は 、 a 2 が の 


り ま す 。 













外人 則 に 点 く 
ら み ます 






事 民 から 力丸 二 が 反映 
され た ダイ ナミ レダ 
曲線 テライン 。 





ヒザ は 、。 上 部 に 
も 骨 の カゲ 存 和 
れ て も OK で す 。 - 


ET 


肉 側 に も 少 










し 品 く ら み 

脂 ます 。 

部 応 る や か な 曲線 
に よる 太もも ラ 
イン 


| ヒザ か ら 下 は 、 
「 下 肢 (か し )」。 
ユネ ネリ トー ツ で す 。 





スネ バー ツ の ララ 
」 イン は くら は 
- に よ っ コ て つく 1 
られ て いま す 。 。 V _ 
i 点 く は 圭 
足 | | 1 全 肌 と 財部 の 
A キー し 足 の 高 さ の 分 、 法 
3 / ーー ゴル が 長い 設定 で す 。 
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| 1 
3 
WW 外側 の ライ ン 
伸ばし た 脚 の 7 | が 丸み を 帯び 
去 も も が 去 く Ye 上 | ます 。 
な けり ます 。 | | 
ヒザ を 少し 前 に \ 
。 





| 去ら に 押さ 
| 選 み ま す 。 





ン が 内 側 に 点 く 
らら ゆみ ます 。 













1 





*J まっ すぐ で 伸 ば 3 「 
本 | し て いま す 。 た \ に は スネ の 骨 の 有 
a の に くぼみ の 線 
| | \ が で きま す 。 
| [ | 
«sy | Nw 
a 1 











上 が ナナ メ 存 片 ひ ざ を 上 げ る ーー [ 
向い た 場合 { | 
] / ング 
つま 先 が 邊 を 向 
いて いる 脚 。 大 _ 林 も も の 林 さ が 
も も は 太い で す 。『 ] は っ きり し ます 。 
の つま 先 が 正面 を 向 し | 
/ いて いる と 太もも \ 
ライ ン は 細く な けり 1 
| ます 。 






/ 人 横 に 踏み 出し て | 
ン a いい ます 。 ce 1 | 
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カカ ト が 地面 に 


つい て いる 場合 つま 先立ち の 場合 


こち ら の 太 
も も が 細い 
で す 。 








、 邊 で 吉 く シワ を 、 つま 先立ち の 





入れ ます 。 \ | 太もも と 比べ て み 
時 太もも に も 委 内 
し | の 線 が 軽く 浮き 
出し ます 。 
安定 し た ポー ズ で は 、 脚 に § 


まけ いな 力 が 入り ませ た ん 。 















| 
| 
| / | ( 』 
背 | Wr 4 ・ 
中 | i 
人 
gage is / / 両足 と も つま 先立ち 。 脚 に 
相 丸み を と ら え ます [ / 力 が 入り 、 ヒ ザ の 裏 に 筋肉 
D | | の 線 が は っ きり 現れ ます 。 
| 
股 | 
部 


W | で 、 スネ バ パーツ が ヒザ 夏 
| \ か ら つ な が っ て いる 
よう に 描き ます 。 









// 足首 の 妥 が 浮き 
NV 出し ます 。 


iae iM 







“ ーー 
/ 時 


MS 抽 は 






お 必 と 脚 の つなが D り が 
は っ 寺 り し ます 。 








ヒザ 関節 の 丸み 








ーー 」 | ボイン ト 
デッサン 。 太 も も は 脚 線 の 始ま り で す 。 脚 の | I RE 





起 ・ 股 と 野 下 面 友 と ほら え まし ょ う 。 ( 、 
本 な っ て いま す 。 この アン グル で は 、 太 も も は ほとん ど 
Fl 太 さ が 同じ まま ヒザ に つなが り ま す 。 
\ 直線 に 近い 曲線 を 用 いま し ょ う 。 
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る ヒザ ・ 太 も も ・ 点 くら は ぎの 変化 を 見 て みよ う 


[ Rt い 姿勢 は まっ すぐ 
に ナーー ーー し で す 。 









太もも が 太く な 
りり ます 。 








| a 
1 操 て らら は ぎ ヒザ 

太もも の の 点 く ら み 

上 くく 呈 は 寺 

mr 


rl MA 姿勢 を 反 ら し て 、 
し し も っ と ダイ ナミ ッ 
ク に 脚 を 開き ます 。 














6 
ヒザ を 上 げ る 。 し, 「 


| 
し ーー 3 | | | 
| / / アデ 』 1 
ーー デア 」 4 |  ! 力 が 入る の で 、 本 を 
ッ デ 2/ rN | | も に 筋肉 の タッ チ を 
「 / | 了 ( 1 1 加え ます 。 


』 デア 


の 且 脚 を 踏み 出す 。 


N_J/ 


| a 


1 


ここ だ ー 脚 の つけ 根 の 綴 が 
ーー ーー ーー 直線 と 曲線 を 組み 見 宛て きま す 。 
お 尻 の 形 が 現れ ます 。 合わ むせ た ヒザ 家 環 。 





13 晶 


@ ヒザ まわ り ・ ヒ ザ の 裏側 に も 注目 し よう / 


a 








ヒザ 環 の 線 は 、 | 
上 そら は 才 に | 


つなが る イメ \ | | 
ー ジ で と 5 え 1 | | 

| # ] ます 。 \ | 1 ' 
ヒザ は 肢 線 の 一 部 と し て 描き ます 。 | | 


① お 尻 ④③ 太 も も ー④ ヒ ザ の よう 「 まり 
に 流れ で と らら えま しょ う 。 | 








ラフ で 胴体 と 脚 の の つけ根 万 とら えま す 。 
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軸 


N、N 
\ 


タッ チ に よる NN 








ニー ソック タス は, 
脚 の 立体 感 と 向 
寺 在 漏出 し ます 。 





太もも の 立体 感 を と ら え まし ょ う 。 7 





筋肉 表現 ee YW 






ーー ーー デ 
し 」 デー 
太もも の 肉感 、 
存在 感 存 与え る 
曲線 














| \ 
4 


くみ 





前 に 踏み 出さ れ て い 
る の で 、 上 向き の カ 
ー ゴ に 在 ロ ます 。 


4 下向き カーブ に 
「 な り ま す 。 





ちょ っ と 踏み 出し た だ け ・ 
で ライ ン が 上 向き に 変わ [ 
り ま す 。 / 







ニー ソック ウス は 肉感 表現 の の 効 


肉 に 食い 込む 「 く びれ |」 表現 。 人 
果 が あり ます 。 
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背面 側 
カカ ト を 上 げ て 










く げ れ が 目立た 
な る な りり ます 。 








/ NX 太もも が アッ プ の 状態 に 
3 1 な る の で 、 太 も も も は 曲線 
、 直 存 強 調 し な いで 棒状 に 描 
くく と 自然 に 見 えま す 。 


ニー ソック スラ イン を 入れ る と 立体 感 が 出 て きま す 。 
141 





太もも と ヒザ 


ヒザ と 玉 も も ライ ン 、 脚 の つけ 根 に 
_ 汗 目 し まし じょう 。 』 


胸 | | 
部 ンー 





i 
「 
ッ グ ーー 
Pa ーー 





呈 | W。 ' 琴 考 : 立ち ボ ポーズ の 太もも と ヒザ 


\ 





脚 を 閉じ 気味 に 座る 脚 を 開い て 座る 
の [ 


h / 















J < 
内 側が か こら みみ ます 





ヒザ に も 注目 > \ 


ビザ は だ 円 の 四隅 を / 
描く イメ ー ジ で す 。 


生体 が 均等 に 太く 、 
ヒザ に 向かっ て 細 
く て な りり ます 。 


A ヒザ は や や 細長 い だ 円 の 上 
。 下 の 曲線 を 描く イメ ー ジ 


電 開 脚 ボー ズ の 脚 線 と 脚 の つけ 根 太もも 、 ヒ ザ 、 ヒ ザ か ら 下 の ライ ン の 変化 を 観察 し まし ょ う 。 







| 少し の け 反り 気味 に 腰 を 
| 前 に 突き 出し て いま す 。 


\ 脚 の つけ 根 に スジ 
\ ィ が 現れ 、 くぼみ を 
| つく り ま す 。 


、 つま先 大 下ろ し 
た 場合 


\ \ \ 日 床 に つき ます 。 
BA | 
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し ゃ が む ・ 座 り 込 む / 


@ 大 も も と ヒザ の 動き と 変化 






ヒザ を 大 きく ヒザ を 閉じ る 


開く 6 | \ 
模 に 闘い た 時 の i / 

本 も も ー ヒ ザ の wt 1 

長 さ の 目安 : 









ヒザ 位置 の 目安 脚本 コ け 根 # 


[ 
吉 ぐ くら は ぎ カ と りり まし ょ う 


て くら み ま す 。 太もも 部 分 が 
短く 太り ます 。 


内 太もも 側が 
くら み ま す 。 








ヒザ を 床 に つく 








W 太もも の 肉 で 、 パ ン ツ の ラ 
1 イン は 隠れ て いま す 。 
太もも が 外側 に A 
「 高く ら み ます 。 N 
アデ デー ミ 
も い キ ・ ア 1 
N 1 i | 
| H | 
中 _ 内 太もも は くびれ の な C TY 
i, vb ネト ビー トド な ライ ヒザ の アタ リ を し っ か り と っ て 、 
距離 が あり ます 。 ン に な り ま す 。 脚 の 太 さ (厚み ) 意識 し まし ょ う , 





' | 
た \ 脚 の つけ 根 デー 


Na ヒザ の アタ リ 
生計 ンー ( 









デッサン 。 脚 の つけ 柚 と ヒザ の の アタ リ 存 
丸 で 取り まし ょ う 。 
※ こ 皿 段階 で は 、 左 右 了 そろ えて いま す 。 


に 上 -= a y 
座り 込ん だ 場合 の 


フカ ン で す 。 脚 部 は 必要 1 ツ 
に 応じ て 左右 対称 に 描き 
まし ょ う 。 


れず が に 語 く 呈 は 寺 の 上 Wh 
て くら み が 出 ます 。 





ヒザ を 開く 


| 左右 非対称 。 右 と 左 で 高 さ が 門 

. いま す 。 内 太もも の ライ ンジ や 、 
ヒザ まわ D り の シル エッ ト の 違い 
を と ら え まし ょ う 。 





9 


ルー ん 





通常 アン グル で す , 





『 


) MN 
\ A 


a 
LT 


ーー 


ヒザ を も っ と 開く 





、 足 の 位置 の わずか な 前 後 の 

違い で 、 内 太もも や ふく ら 

は ぎの ライ ン に 違い が 出 ま 

- キ | | す 。 ど ちら か に 決め て 、 左 
NM | 右 対 称 に 描く と 楽 で す 。 


| / 
ア 1 
| ト が 手前 で す 。 


右 脚 は や や 奥 (カカ ト 





左足 の 位置 は 力 カ 


貼 1 


が お 尻 の 下 ) で す 。 





1 LA 
コー < Ff FB 1 1 い 
ーー | 【 ーー で 


太もも に ニー ソック スラ イン を 入れ て 、 
立体 感 を と ら え ます 。 


Nh ダッ ラフ デッサン 。 
|) ー ュ グ / 床 に つい た 股 の 
| r 位置 埋 と りり ます 。 
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(ダイ ナミ ッ ク な セク シー ポー ズ 


真横 に 開く 


F』 
M 
| 





# 片 ヒザ を 前 に つ し た 
場合 。U 宇 状 の ヨイ 
ッ で す 。 





くぼみ 状 に カゲ ー i 


っ or が 立 寺 ま 家 。 









y | ヒザ を 床 に つ 
けた 場合 





筋肉 の スジ が 浮 
寺 出 し ます 。 


どっ) で 
ーー エー へ 、 
cs a EE ー デ テイ 


ヒザ 上 部 の 骨 カ ゲ 


ヒザ 左 正 面 に 向け る 











ュ ヒ ビザ 部 分 全体 の アタ 
リ 。 大 き な だ 円 で す 。 


江 し 前 が が み に 研 名 
\ の で 、 腹 部 に シワ が 
\ ん け 吾 す 。 








が 単純 な 線 だ け で 
表現 する シン ブ 
ル な ヒザ 表現 


ふく ら は ぎの 
ヒザ の 骨 が 強く 浮 
き 出し て いま す 。 

脚 の の 向き が 変わ り 、 

章 線 も 変わ り ま す 。 





CT ] A 
く 5 いで す 。: 


放っ 
私 


も NM し 0 





ヒザ 下部 の ーッ ド ー ン プア ふくらはぎ の 曲線 
骨 カ ゲ a 」』 が 前 面 に 出 ます 。 


開 脚 し ゃ が み . 


に | | NAM 
9 ぐし SS 


> ーー | 


A も っ と 開い た 

Me RE a デア i コ 

= 長い で す 。 場合 
Il g ] 


J | 


i FF 
1ー 
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ふく ぐら は ぎの 作画 | に ザ ま わり や ゃ ふくらはぎ の 肉感 表現 を 見 て み ま し ょ う 。 
、 ふ くら は ぎ を 強調 する 表現 





⑧ 座っ て ヒザ を 立て る ポー ズ 





足 先 に 力 が 入っ コ て いる 
〆 こと で 骨 が 浮 寺 出し 、 
ーー へ 点 く 局 は ぎ 部 合 が バッ 
( キリ 現れ て いま す 。 





ヒザ を 上 げ る 前 の ポー ズ 。 
寄り か か っ て いま す 。 \ 


太もも が 前 に 出 て 
い 仙 の で 、 づ つけ根 
部 巡 に シロ が で 寺 
て いま す 。 





メイ ヒザ を 立て る に つれ て 、 


< くら は ぎ が つ 点 れ て 
ふく ら み が 出 て きま す 。 
つけ 根 の シワ の 曲線 
で 、 太 も も の 曲面 と / 


立体 感 が 生ま れ ま す 。 f 





( “ スネ の 骨 の 脇 に 
[ 上 記し 1 し "くぼみ が で きま 
「 < 





| 
/ 床 に べったり つい て い 
/ 1 ーー / る の で 、 太 も も が 太く 
Ff 〆 上 品 く らん で いま す 。 
| / | ] 
| 
| 





5 し rd の 6 = = = k 千 
林 も も に 点 く 局 は 寺 ルル 。 ' ’ 
が 強く 押し つけ られ  / ! 
て いま す 。 


の 位置 を 決め な が ら デ 
ッ サ ン し ます 。 


スネ の 骨 が は っ 
きり 現れ ます 。 
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スネ の 骨 の 胞 に で きる カゲ は 肉感 を 
与え ます が 、 同 時 に 「 た くま し し 」 
印象 を 与え る こと も あり ます 。 

カゲ 電 省 略し て 点 く は ぎ 中 曲線 だ 
け に す 全 と. シン ゴル な 脚 線 が 生ま 
れ ま す 。 キ ャ ラ の し な や が か が 寺 世 、 昼 
し い 印 勿 に し た い 時 に 有効 で す 。 


ふく ら は ぎの シン プル 表現 , 


OQ 太もも に 点 く ら は ぎ が 
つい て いる 場合 








- くらら は ぎ は 太もも に 押 
だ し つけ られ る こと で 、 通 
胸 常 よ り も 記 く ら み ます 。 
部 | 
選 | 
脱 7 





ニニ 


_@ 太もも に ふく ら は ぎ が 
ーー つい て いな い 場 合 


i | 
部 | 


ほん の ちょ っ と だ け 4 』」 

ヒザ を 上 げ る と 、 美 

し い 脚 線 が 演出 され ず いい 

ます 。 i _ に 
と 











lk 
a 
に ご 
ーー 















ーー 北 要 に 応じ て ヒザ 
の 骨 の 線 も 省略 し 
まし ょ う 。 、 


ほっ そり し た 点 は 寺 ぎの 
ライ ン は 、 ユ スリ ム な キャ ラ 
を イメ ー ジ させ ます 。 


pe 
リ a 
LC 


ヒザ の 骨 の 浮き 出し を 7 
描 寺 込ん だ 場合 。 





ヒザ の 骨 か が から 続 く 腫 
| の ライ ン お 尻 の 位置 を を とり ながら 
aJt じ ます 。 
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ポー ズ 別 に 定 の 表情 を 見 て みよ う 


ENNUNLUNLLINLLIINUIINEIRIIIIIIEIEIEBIEUEELELSNTESEEBEEREEEISESEEHNEELESHINEEBSEESISISEEBSHNESHEHNSINEEEEIELELINIEELEINEEINEMNELEHJIEEIINMNELELNEEIMELINEEHINMHELIUEEHEINMNLELHLNIEEBINMGELHIMNEELIILBUBISIEBHIIEEEHNMNEHEIEELBIIEENESEELBSINEBISEHSEHLELINEEESESEELEINELESEELELHSEEIEL」 


右側 、 左 側 で 変わ り ま す 。 形 の 特徴 を 学び ぴ ま しょ う 。 
































上 \ 
@ 基本 バラ ンス 串 の 裏 則 " …. 
上 くる 記し 。 
胸 
部 | 壮 詳 隊 症 欄 呈 ーーー- ーー 生 足首 
| et 内 側 の くる ぶ 
に し の 位置 は 高 
| いで す 。 
腕 
前 半分 と 後ろ 半 
肘 se 任 存 大 小 の で 
6 厚み カカ ト と ら え まし ょ う 。 
島 | - “ 
3 前 足 底 : 土踏まず 。 わ ず か に カカ ト は 脚 の ライ ン 小指 側 は 弓なり 
(ぜん そく て い ) 地面 か ら 浮 寺 ます 。 より も 後ろ に 飛び 出 で す 。 
、 し て いま す 。 
つま 先立ち は この あたり か ら : 
先 で 立ち ます 。 
EC 
土踏まず が ある 側 。 | を ガ 
胸 くら ん で いま す 。 幅 が 広い と 男性 
小指 側 の くる 刺し の 位置 は 、 Ff NSH 的 に な り ま す 。 
半 害 夫 見よ り も 下 で す 。 . て 外側 の くる 
、 」 点 し の 位置 cs 
/ は 低い で す 。 地面 に べったり 
a ma 6 mm つく 側 。 渡 線 抗 
臨 本 1 で す 。 
rR 1 この へ ん が 土 邊 
ui | 踏ま すず の 位置 脚 が つい て いる 
1 . 1 am ーー ーーー ユ 位置 の 目安 
同 ーー ャ カカ ト 部 分 
中 | 小指 の 位置 は 親指 べったり 地面 に つき ます 。 
より も 後ろ で す 。 
背 
部 | くる 点 し 





の 位置 


喘 豆 | 


1 








脚 | アタ リ 、 デ ッ サ ン の 
部 | 段階 で 、 く る 点 し の 
位置 は 足首 や カカ ト 
の 目安 に な り ま す 。 
くる 点 し を 描き 込む 時 は 、 
内 側が 高く な っ て いる の 
で 、 八 の 宇 状 に アタ リ を 完成 邊 階 で の 省略 
と り ます 。 は OK で す 。 





1 ロ ど 






大 づか みな 形 を と っ て 描き まし ょ う 。 


片足 で も う 一方 の // 
足 を 支え る 






ts 1 / / カカ ト の 線 や 指 の つけ 根 な ど 、 
た と ら え や すい 形 を と りな が ら 

cm デ サシ し 事 す 。 : 
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急 脚 を 組む つま 先 や カカ ト 、 足 首 を と ら え る アタ リ の 線 に 注目 し まし ょ う 。 





正面 側 (ナナ メ 向 き ) 


や 2 





CE 


重 ・ 芝 | 守 





rr 





手 

胸 

部 

腹 | ーー 

5 | 単純 化し て デッサン 。 直 線 を 主 
| 体 に 用 いて 形 を と っ て いま す 。 

ER 見 方 に 応じ て 、 と ら え や すい 
よう に 形 を と りり ま し よう 。 

中 | 









| 器 現 英 





記 己 





つま 先 の シル エッ ト な を 
曲線 で と りり ます 。 
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し 座っ た ポー ズ の 中 
| 
| と 





両足 を ウツ クロ ス し て 
座る 







指 の つけ 根 や アシ 先 の 位置 だ け で な く 、 同 時 、 天 

に 指 の つけ 根 の 厚み も と ら えて 描き ます 。 ーー 
手 と 足 は ほぼ 同じ 

大 き さ で す 。 







美しい 甲 の 曲線 が 
現れ ます 。 


pT ゃ 


足 の 側面 を 見 せる 4 SN 





指 の つけ 根 を と ら え ます 。 
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選 器 





上 
胸 
部 








| 還 ・ 守 | 寺 ・ 


治し 前 に 個 
し た 場合 


に 


つま 先 を 内 側 に ひね る 





Ti 


股 角形 に アタ リ を と っ て 
問 デッサン し て いま す 。 
部 





へ こさ カカ ト は 足首 より 後ろ に 突き 出し 
ーー て いる も の な の で 、 足 首 か ら の ラ 

” イン を ナナ メ に と っ て いま す 。 
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ーーー 」 1 』 rr L A 
足 と 区 の っ な 。/ | 。 \ pa 1 pe 
Ce | | Pe | ナナ メ 向き [ 1 bo て \ 





足 の 指 を 開い た 場合 。 自 閑 
な 状態 で は こう な っ て いる 
こと が 多い で す が 、 作 画 で 
は そろ えて 所 寺 まし ょ う 。 


上 下 に 離し た 場合 





く 全 点 し 
デア タリ 








デア タリ は 直線 的 に 
と ら え まし ょ う 。 


TT 


(MN 足 の 位置 を ずら す 


有 | 


| M 
ee お 尻 を 浮か せる 


W の 字 状 の 息 似 
に な りり ま す 。。 
足 の 真 が まっ す 
ぐ ごこち らら 忘 向い 
た 状態 で す 。 


ーー ーー 


ーー 


指 の つけ 根 を と ら え まし ょ う . 





中 の 申 の ライ ン を と っ て 
か が らら 指 を 握 寺 込み ます 。 


/) 
// 


ルン 平ら に と っ て 、 カ カト 








1 


の 丸大 つけ ます 。 


ae 


ーーーーーー 一 一 
| 





隣 か ら 見 下ろ し た 
足もと 





' \ 脚 と 足 と の 境 を と ら 
9 える アタ リ 線 で す 。 


ーーーーー- -. 
ーー ma 
PE = 


6 


と こ eK 2 
ーー ニー デア い 
へ ] \ 


つま 先 部 分 の アタ リ を 
丸く と っ て いい ます 。 
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足 上 げ ポ ー ズ ) 








指 の アタ リ を つけ 根 
と ほぼ 平行 に と っ て 
描い て いま す 。 








土踏まず 脇 の 曲 線 es 
の 変化 を 見 て の まま 





、 | 途中 まで 上 げ る 高く 上 げ る 


や や 正面 ・ 上 に 
向け た 右足 










ほぼ 正面 を し 」 
向い た 両足 \ 








第 づ 草 
イザ ラッ リー 


セク シー ポー ズ 表 現 










ーー 


お 尻 を アビ ピール 。 
くびれ も 見 て ね 


へ 


ノ 


1B ら 






ク ロッ キー の 
\ モデ ル 気 分 


/ 構図 で 見 せ 
、 ます 


に ee 





テー マ カゲ で 肉感 を アビ ー ル 





右上 、 や や 後ろ の 方 か ら 
弾い 光 在 溢 げ て ます 。 








頭 ア ッ プ の 場合 。 






[ 夫 ] 互 填 せ ゃ 
Na TP 
箇 記 
末 留 骨 は 
0 区 記 y 豆 
出 Ih 中 理 
* 石 馬 臣 

キー 
に 

ay 世 
Ot 
は 自 5 
細 串 圏 点 
互 較 器 
上 っ bh 
PP ト ビビ ドド 
RE 
Ih 生 世 
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SH お “ ] ys 
- マ 座り ポー ズ で お 尻 を アビ ー ル 





/ 欄 
拉 。 
も 二 
ドド 地 
市 
直 周 
™ 改 
ふ 揮 





歴 の 毛 と 水着 に グレ ー を 入れ ます 。 


体 と 床 に カゲ を 入れ 、 頭 部 の りん か くも 
少し 細く する る 如 理 在 し て 完成 させ ます 。 
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テー マ 寝 ポ ボー ズ で パス ト を アピ ー ル 


0 ー デ 


ラフ イメ ー ジ 。 

| ポー ズ イ メ ー ジ は 「 あ く で び 」。 

」| 場所 は 「 ペ ッ ド の 上 」。 

| | 格 、 表 情 を 見 せる と 同時 に バス トラ イン 
| を アピール し た い の で 、 頭 部 側 か ら の 構 
図 に し まし た 。 






下 描き 。 この あと ペン 入れ 、 
トー ジ 処 理 を し て 完成 せま 
す 。 誤 要 に 遍 じ て 原稿 の 向き 
を 楼 え な が ら 描 寺 ま し ょ う 。 


T1588 
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いろ いろ な 習作 


肉体 の 立体 感 を アピ ー ル する 試行 錯誤 
の 中 から 、「 点 た ロ で 肉感 を アピ ー ル 」 
は 生ま れ て きま し た 。 





170 に 


完成 。 鉛 第 の タッ チ で カゲ や 「 色 ]. 
質感 な ど を 表現 し て いま す 。 
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| みさ キャ ララ コン セプト … キ ャ ラ を アビ ピー ル す る と 同時 に 、 ボ ディ の 
テー マ セタ シー キャ ラマ 立体 感 を 強調 する も の 。 

Ee アオ リ の 構図 に ひね り の ポー ズ は 、 ポ ディ の 立体 感 と 動 
き の 両 方 を 演出 で きる の で 、 キ ャ ラ を アビ ピール する に は 
最強 の 手法 で す 。 後ろ 向き で 振り 向く ポー ズ も アオ リ に 
し て 、 キ ャ ラ の ダブ ルイ ン パ クト 効果 を 狙い ます 。 










初期 の ラフ イメ ヌー ジ 


異 : サ ゴ キャ ラ 
(バー ジョ ン 1) 


< 手前 : メイ ン ッ キ ャ ラ 
(バー ジョ ン 1) 


172  「' ' ' 和 


キャ ラ の デザ イン や ボー ズ た を 検討 し ます 








メイ ンジ キャ ラ 
バー ジョ ン ロ 


バー ジョ ン 3 

目 帥 りな つけ 、 散 の 毛 も 
フェミニン な イメ ー ジ に 
し 、 下半身 も や や 強調 気 
味 に 試作 し た も の 。 


| が ププ サブキャラ バー ジョ 

/ ン ら 。 奥 に お か れる キ 

が ャ ラ な の で 、 お 尻 を 大 
衣 、 きめ に 強調 し ます 。 





還 い | 「 “ 
1 キャ ラ を 配置 し て 検討 し ます 。 最終 決定 稿 。 サブキャラ は も っ と グラ マラ ス 


メイ ン キ ャ ラ … バ パー ジョ ン 3。 な タダ イブ に 変更 。 メ イン キャ ラ は バー ジョ ン 
て サブ キャ ラー ルー ジョ ン ら 。 1 (初期 イメ ー ジ ) を ベ ペース に アレ ンジ し た 
ゝ も の の に な り ま し た 。 
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彩色 し 、 キ ャ ラ を 配置 し て 完成 させ ます 


1 
L 


サブ キャ ラ の デザ イン 決定 。 

実は 足 先 ま で 描か れ て いま す 。 ア オリ 
と 通 近 効果 在 意 譲 し て 、 手 前 の 足 や や お 
選 在 大 寺 上 ぬ に 強調 し て 描き ます 。 
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最終 的 な な 完成 形 。 
※ グレ ー 化 に お あたり. コン トラスト 在 上 少し 上 げ て いま す 。 
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eit 実録 マン が 「 ア ジャ ・ コ ンダ 物語 」 LRWaIHDSLARE7 ui 
で プロ デビ ュー を 果たし た 後 、1997 年 に マン ガ ・ デ ザイ 

ン 削 必 事 務 所 Go office (ゴー オフ ィ ス ) を 設立 。 [マンガ き カバ 一 原画 

の の 基礎 デッサン | シリ ー デ (ホビ ピー ジャ パン 刊 )、「 コネ 森田 和 明 (Kazuaki MORITA) 

チュ ー よ 括 き 方 図鑑 |、「 ス ーー パー マン ガ デ ッ サ ン 」]、| ネ 

ー バ パー バー ス デ ッ サ ン |]「 キ ャ ラボ ギー ズ 資 料 集 女のコ 制 かす カ バー デザ イン 

朋 編 / 女のコ の か ら だ 編 ] (以上 ダテ ラ フィック 社 刊 、「 マ 島内 泰弘 デザ イン 室 (Yasuhiro Shimauchi Design room inc.) 
ン ガ の 基本 ドリ ル ユ エー 引 「 衣 服 の シワ ロワ 上 達 が イド 1」 (中 

済 葉 出版 刊 ) な ど 、 国 内 邊 200 穫 以 上 に 英二 "マン ガ 技 法 e 掘 集 


Fr と 還 て いる ン 宇 学会 会 
書 " を 前 作 し て いる 。 日 本 マン ガ 学 傘 倫 員 林 晃 [Go office] (Hikaru HAYASHI -Go nffice-) 
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吉 http 7 goatfice.hlog7T9 fe2.com, き 編集 ・ レ イア ウト デザ イン 
酒田 実穂 [Go office] (Miho HAMADA -Go office-) 
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1 ア B 


セク シー な キャ ラ を 描き た い !! 


ふつ う の 女 の コキ ャ ラ を 
セク シー キャ ラ へ と 変身 させ る た め に は 


「 訂 く 」 と いう 努力 が 大 切 で す 。 


日 こる 気 に か け て いな いと ころ に も 
目 を 配る 、 ケ ア ( 描 き 込 員 ) を する 。 


FL | mn | に デ ロー ニー 
ルル ん な ちよ っ と し た 「 医 く | 人 月 ここ 


セク シー ささ を 生む お 秘 け つ で す . 


全身 の シルエット を 磨 ぐ (第 1 章 ) 
腕 や 脚 、 肩 や ヒジ な どの パー ツ を 磨く 2 
本 書 で は 、 ふ つう を セク シー に 変え る 


3 つの! 磨く 」 を 学び まし ょ う 。 


「 セ カシ ー に な なりたい !」 と いう の は 


誰 も が 思う 永遠 の り の テー マ で す 。 


今回 の ! マ ンカ の 基礎 デッサン 」 で は 


女のコ の セク シー に の み 、 焦 点 を 当て て いま す が 
本 書 を 読め ば 、 老 若 男女 問わ ず 


本 当 の !「 セタ シー」 が 見 えて くる は す で す 。 


それ は 皆さん の 表現 力 を 
高め て くれ る こと で し ょ う 。 
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